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製品に ついての; ま意事項 

このガイドでは、ほとんどのモデルに共通 
の機能じついて説明します。一部の機能 
は、お使いのコンピューターでは使巧でき 
ない場合があります。 


ソフトウてアを項 

このコンピューターにプリインスI'ールさ 
れている任意のソフトウェア製品をインス 
トール、複製、ダウンロード、またはその 
他の方まで使用することによって、お客様 
は HP EULA の条件に従うことに同意した 
ものとみなされます。これらのライセンス 
条件に同意されない場合、未使用の完全な 
製品（付属品を含むハードウXアおよびソ 
フトウェア）を14曰1^>1内に返品し、購入店 
の返金ち針に従って返金を受けてくださ 
い。 

より詳しい情報が必要な場合またはコン 
ピューターの返金を要求する場合は、お近 
くの販売店にお問い合わせ〈ださい。 



ま全に関するごを意 


么 警告！ ユーザーが火傷をしたり、コンピューターが過熱状態になったりするおそれがありますの 
で、ひざの上に直接コンピューターを置いて使用したり、コンピューターの通気孔をふさいだりしな 
いでください。コンピューターは、机のようなしっかりとした水平なところに設置してください。通 
気を巧げるおそれがありますので、隣にプリンターなどの表面の硬いものを設置したり、枕や毛布、 
または衣類などの表面が柔らかいものを敦いたりしないでください。また、 AC アダプターを肌に触 
れる位置に置いたり、枕や毛布、または衣類などの表面が柔らかいものの上に置いたりしないでくだ 
さい。お使いのコンピューターおよび AC アダプターは、 International Standard for Safety of 
Information Technology Equipment (lEC 60950) で定められた、ユーザーが触れる表面の温度に関 
する規格に準拠しています。 
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1 最初の操作 


このコンピューターは、ビジネスのシーンでもエンターテイメントのシーンでもを分にま用できるよ 
うに設計された強力なツールです。お使いのコンピューターを最大限にま用するために、セツトアツ 
プ後の最適な使用ちま、コンピューターを使ってできる楽しいこと、および HP が提供するさまざま 
な情報の入手方まなどについて説明しているこの章からお読みください。 


最適な使用方法 

せっかくの巧資を無駄にしないため、コンピューターのセットアップおよび登録が終了したら、な下 
の手順を行うことをおすすめします。 

• まだ行っていない場合は、有線ネットワークまたは無線ネットワークに接続します。詳しくは、 
15 ぺージ の 「ネットワーク への 巧続 I を#照して〈ださい。 

• コンピューターのハードウェアおよびソフトウェアについて確認します。詳しくは、 

4ぺージ の「コン ピュー ターの 概要 I も' よび 21ぺージ の「エン ター テイメント 機能を楽し 
む J を参照してください。 


• ウィルス対策ソフトウェアを更新または購入します。詳しくは、 68 ぺージの「ウィルス対策 
ソフトウェアの使用 I をを.昭してください。 

• リカバリディスクまたはリカバリフラッシュドライブを作成して、ハードドライブをバック 
アップします。 74ぺージの「バックアップおよび復元」 を参照してください。 


最適な使用方ま 










コンピユーターを使用した楽しみ 

• コンピユーターで YouTube 動画を再生できることはご巧知かと思います。さらに、コンピユー 
夕一を テレビに接続して テ レ ビで動画を再生することができることもご存知でしたか。詳しく 
は、 25 ぺージの 「 HDMI 対応のテレビまたはモニターの檢結： を参照してください。 

• コンピユーターで音楽を再生できることはご存知かと思います。さらに、放送中のラジオ番組を 
コンピユーターにストリーミングして、世界各地のラジオの音楽番組や卜ーク番組を再生するこ 
とができることもご巧知でしたか。 23 ぺージの「ナーディナの使用 I を参照して〈ださい。 

• Microsof 做のアプリケーシヨンを使用すると強力なプレゼンテーシヨンを作成できることはご 
巧知かと思います。さらに、プロジ1クターを接結してグループでアイデアを共有することがで 
きることもご存知でしたか。 24 ぺージの 「 VGA モニターまたはプロジェクターの按続 I を参 
照してください。 
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最ネ刀の操作 





その他の HP が提供する資料 


印刷物の『セットアップ手順 J 1 ポスターの説明に沿ってコンピューターの電源を入れ、この『ユーザー 
ガイド』で製品の詳細や使用ちまを確認した後は、下の表に記載されている説明書や Web サイトも 
参照してください。 


リソース 

内容 


『セットアップ手順』ポスター (EP 刷物） 

• 

コン ピューターのセットアップおよび機能の概要 

[ヘルプとサポート] 

[ヘルプとサポート]にアクセスするには、[スタート]一 
[ヘルプとサポート]の順に選キ尺します。詳しくは、 
httD：//www.hD.com/suDDort/ を参照してく ださい 

• 

使用方法およびトラブルシューティングに関する幅広い情報 
およびヒント 

『快適に使用していただくために』 

• 

正しい作業環境の整え方 

このガイドを表示するには、[スタート]一[ヘルプとサ 
ポート]一[ユーザーガイド]の順に選択するか、 
httD：//www.hD.com/erao/ にアクセスします 

• 

• 

快適でけがを防ぐための姿勢および作業上の習慣に関するガ 
イドライン 

電気的および物理的ま全基準に関する情報 

日本がかの国や地域でのサポート 

• 

HP のサービス担当をとオンラインでチ ヤッ トする 

選択した言語でのサポートについては、 
httD：//www.hD.com/suDDort/ を参照してく ださい 

• 

• 

• 

サポート窓□に電子メールで問い合わせる 

各国のサポート窓口の電話番号を調べる 

HP のサービスセンターを探す 

『おを、を全、および環境に関するごミ主意 J1 

• 

重要な規を情報（バッテリの化理など） 


このガイドを表示するには、[スタート]一[ヘルプとサ 
ポート]一[ユーザーガイド]の順に選択します 


限定保証‘ 


このコンピューターの具体的な保証内容 


このガイドを表示するには、[スタート]一[ヘルプとサ 
ポート]一[ユーザーガイド]の順に選択するか、 
http://www.hp.com/qo/orderdocuments/ にアクセスし 
ます 


* お使いの製品に適用される HP 限定保証規定は、国や地域によっては、お使いのコンピューターに収録されているドキュメ 
ントまたは製品に同袖されている CD や DVD に収録されているドキュメントに明示的に示されています。日本向けの日本 
語モデル製品には、保証内容を記載したか冊子、『サービスおよびサポートを受けるには J] が同袖されています。また、日本 
お外でも、印刷物の HP 限定保証規定が製品に同栖されている国や地域もあります。保証規定が印刷物として提供されてい 
ない国または地域では、印刷物のコピーを入手できます。 http://www.hp.com/qo/orderdocuments/ でオンラインで申し込む 
か、または下記宛てに郵送でお申し込みください。 

化米： Hewlett-Packard, MS POD, 11311 Chinden Blvd, Boise, ID 83714, USA 

• ヨーロツパ、中東、アフリカ： Hewlett-Packard, POD, Via G. Di Vittorio, 9, 20063， Cernusco s/Naviglio (Ml), Italy 

• アジア太平洋： Hewlett-Packard, POD, P.O. Box 200， Alexandra Post Office, Singapore 911507 

郵送で申し込む場合は、お使いの製品の製品蓄号および保証期間（シリアル香号ラベルに記載されています）、ならびにお客 
様のお名前および郵送先のご住所を明記してください。 

重要： お使いの HP 製品を上記の住所宛に返品しないでください。製品のサポート情報については、 http://welcome.hp.com/ 
country 化狙/ contact us.html からお使いの製品のぺージを参照してください。 
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2 コンピューターの 概要 


ハードウエアおよびソフトウエアの情報の確認 

▲ [スタート]一[コンピユーター ] の順に選択します。 

お使いのコンピユーターにインストールされている、オプティカルドライブ 、 SSD (Solid State 
Drive )、 またはセカンダリハードドライブを含むすべてのデバイスの一覧が表示されます。 

コンピューターにインストールされているソフトウエアを確認するには、[スタート]一[すべてのプ 
ログラム]の順に選がします。 

右側面の各部 



@奠負風® 


名称 



説明 

(1) 

オプティカル 

ドライブ 

オプティカルディスクの読み取りおよび書き込みを行い 
ます 

(2) 

オプティカル 

ドライブランプ 

• 緑色またはオレンジ色：オプティカルドライブにアク 
セスしています 

• 消灯：オプティカルドライブはアイドル状態です 

(3) 

オプティカル 
ン 

ドライブイジエクトボタ 

ディスクトレイを引き出せるようにします 
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コンピユーターの 概要 










名称 



説明 


(4) 

の 

電源ランプ 

• 

白色：コンピューターの電源がオンになっています 



• 

点減：コンピューターがスリープ状態で、省電カモー 
ド になっています。 コンピューターはディスプレイお 
よびその他の不要なコンポーネントの電源をオフにし 
ます 




• 

消灯：コンピューターの電源がオフになっているか、 
ハイバネーシヨン状態になっています。ハイバネー 
シヨンは、最小限の電力を使用する省電カモードです 

巧） 


ハードドライブランプ 

• 

点減：ハードドライブにアクセスしています 



• 

オレンジ色 ： [HP 3 D DriveGuard ] によってハードドラ 
イブが一時停止しています 





ま記 ： [HP 3 D DriveGuard ] について詳しくは、 

57ページの 「HHP 3 D DriveGuardl の使巧（一部のモ 





デルのみ）1 を参照してください 

(6) 


USB 2.0 コネクタ 

別売の USB デバイスを接続します 




を記： 各種 USB コネクタについて詳し〈は、 

47ページの 「USB (Universal Serial Bus ) デバイスの巧 




巧1 を参照してください 

(7) 


AC アダプターランプ 

• 

白色： AC アダプターが接続されていて、バッテリは充 
電済みです 




• 

点減：バッテリがロー バッテリ状態に達しています 




• 

オレンジ色： AC アダプターが接続されていて、/くッテ 
リが充電中です 




• 

ミ肖灯：コンピューターは DC 電源を使用しています 

(8) 

な 

電源コネクタ 

AC アダプターを按続します 

(9) 

a 

セキュリティロックケーブル巧スロッ 
卜 

別売のセキュリティロックケーブルをコンピューターに 
接続します 




注記： セキュリティロックケーブルに抑止効果はあり 
ますが、コンピューターの盗難や誤った取り巧いを完全に 
防ぐものではありません 
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左側面の各部 


© 



名称 

説明 

(1) 外付けモニターコネクタ 

列'付け VGA モニターまたはプロジェクターを接続します 


(2) 通気孔 ( X 2) コンピューター内部の温度が上がりすぎないように空気を 

通します 

ま記： 内部コンポーネントを冷却して過熱を防ぐため、 
コンピューターのファンは自動的に作動します。通常の操 
作を行っているときに内部ファンが回転したり停止したり 
しますが、これは正常な動作です 


(3) HOmi HDMI コネクタ HD 対応テレビなどの市販のビデオデバイスや才ーディオ 

デバイス、または対応するデジタルコンポーネントや才一 
デイオデバイスを接続します 


(4) 


RJ -45 (ネットワーク）コネクタ 



ネットワークケーブルを接続します 


(5) USB 3.0 コネクタ Cx 2) 別売の USB 3.0 デバイスを接続します。拡張された USB 

5®^ の強力なパフオーマンスが引き出されます 

注記： を種 USB コネクタ について 詳しくは、 

47ページの 「USB (Universal Serial Bus ) デバイスの使 

巧 I を参照して〈ださい 


(6) I オーデイオ入力（マイク）コネクタ 別売または市販のコンピューター用ヘッドセットのマイ 

W ク、ステレオアレイマイク、またはモノラルマイクを接 

1 続します 
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名称 


説明 


(7) 八 オーディオ出力（ヘッドフォン）コネクタ 別売または巿販の電源付きステレオスピーカー、ヘッド 

I 1 フォン、イヤフォン、ヘッドセット、テレビオーデイオ 

' f ケーブルなどを接続します 

警告！ 突が大きな音が出て百を傷めることがないよう 
に、音量の調節を行ってからヘッドフォン、イヤフォン、 
またはへッドセットを使用してください。ま全に関する情 
報について詳しくは、『規定、ま全、および環境に関するご 
注意]]を参照してください 


を記： ヘッドフォンコネクタにデバイスを接続すると、 
コンピューター本体のスピーカーは無効になります 


(8) 

メディアスロット 

レ:1下のフォーマットのメディアカードに対応しています 



• 

SD (Secure Digital ) メモリーカード 



• 

SDXC (Secure Digital Extended Capacity ) メモリー 
力ード 



• 

SDHC (Secure Digital High Capacity ) メモリーカー 
ド、 



• 

マルチメディアカード （ MMC ) 
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ディスプレイの各部 



名称 


説明 

(1) 

無線 LAN アンテナ ( X 2) * 

無線口ーカルエリアネットワーク（無線 LAN ) で通信する無 
線信号を送受信します 

(2) 

内蔵マイク ( x 1) 

サウンドを録音します 

(3) 

Web カメラ 

動画の録画、静止画像の撮影、および、動画のストリーミング 
によるビデオ会議やオンラインチャットができます 



Web カメラを使用するには、[スタート]一[すべてのプログラ 
ム]一に ommunication and Cha 口（通信とチャット）一 
KyberLink YouCam ] の順に選がします 

(4) 

Web カメラランプ 

点な： Web カメラを使庙中です 


* アンテナはコンピューターのか側からは見えません。おさが最適に巧われるよう I こするため、アンテナの周囲には障害物を 
置かないで〈ださい。お住まいの国または地巧の無線に関するおを情報については、『おを、を全、および環境に関するごを 
意 J 1 を参照して〈ださい。これらのち見を情報には、[ヘルプとサポート]からアクセスできます。 
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表面の各部 

タツチパッド 



名称 


説明 

(1) 

タッチパッドオソオフ切り替え機能 

タツチパツドをオンまたはオフにします 

(2) 

タッチパッドランプ 

• オレンジ色：タツチパツドがオフになっています 

• 消灯：タツチパツドがオンになっています 

(3) 

タッチパッドゾーン 

画面上のポインターを動かして、画面上の項目を選巧した 
り、アクティブにしたりします 

(4) 

左のタッチパッドボタン 

外付けマウスの左ボタンと同様に機能します 

巧） 

ちのタッチパッドボタン 

外付けマウスのちボタンと同様に機能します 
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ランプ 



名称 



説明 


(1) 

(!) 

電源ランプ 

• 

白色：コンピューターの電源がオンになっています 



• 

点減：コンピューターがスリープ状態で、省電カモード 
になっています。コンピューターはディスプレイおよ 
びその他の不要なコンポーネントの電源をオフにしま 
す 




• 

消灯：コンピューターの電源がオフになっているか、/、 

イバネーシヨン状態になっています。ハイバネーシヨ 
ンは、最小限の電力を使用する省電カモードです 

(2) 


Caps Lock ランプ 

白色 ： Caps Lock がオンになっていて、アルフ アベッ トが大 
文字で入力されます 

(3) 

が 

ミュート（ミ肖音）ランプ 

• 

オレンジ色：コンピューターのサウンドがオフになって 
います 




• 

ミ肖 灯： コンピューターのサウンドがオンになっています 

(4) 

(が 

無線ランプ 

• 

白色：無線ローカルエリアネットワーク（無線 LAN ) 
デバイス や Bluetooth ® デバイスなどの内蔵無線デバイ 
スの電源がオンになっています 




• 

オレンジ色：すべての無線デバイスがオフになっていま 
す 

(5) 


タッチパッドランプ 

• 

オレンジ色：タツチパツドがオフになっています 




• 

消灯：タッチパッドがオンになっています 
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ボタンおよびスピーカー 



名称 説明 


コンピューターの電源が切れているときにボタンを押 
すと、電源が入ります 

コンピューターの電源が入っているときにボタンを短 
く押すと、スリープが開始されます 

コンピューターがスリープ状態のときにボタンを短く 
押すと、スリープが終了します 

コンピューターがハイバネーション状態のときにボタ 
ンを短〈押すと、ハイバネーションが終了します 

を患： 電源ボタンを押し続けると、保巧されていない情報 
は失われます 

コンピューターが応答せず 、 Microsoft Windows のシャット 
ダウン手順を実行できないときは、電源ボタンを 5 秒程度押 
したままにすると、コンピューターの電源が切れます 

電源設定について詳しくは、に夕ート]一[コントロールパ 
ネル]一[システムとセキュリティ]一[電源オプション]の順 
に選巧するか、または 37 ページの「電源の管理 I を参照 
してください 


( 1 ) 


の 


電源ボタ: 


( 2 ) スピーカー ( x2 ) 


サウンドを出力します 
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キ— 



⑤魯感@ 0@00@@@ 


感 



名称 



説明 

(1) 


esc キ■— 

fn キーと組み合わせて押すことによって、システム情報を 
表示します 

(2) 


fn キー 

esc キーと組み合わせて押すことによって、システム情報を 
表示します 

(3) 

巧 

Windows ロゴキー 

Windows の[スタート]メニューを表示します 

(4) 


操作キー 

頻繁に使用するシステムの機能を実行します 

(5) 

己 

Windows アプリケーシヨンキー 

力ーソルを置いた項目のシヨートカットメニューを表示 
します 

(6) 


num Ik キー 

内蔵テンキーの機能を制御します。このキーを押して、外 
付けテンキーの標準の数字入力機能（工場出荷時の設を） 

とナビゲーシヨン機能（キーの矢印のモ向で示されます） 

を切り替えます 




を記： テンキー機能がコンピューターの電源を切ったと 
きにち効だった場合は、次回コンピューターの電源を入れ 
たときにもち効になっています 

(7) 


内蔵テンキー 

外付けテンキーと同じように機能するように出荷時に設定 
されています。上の図は英語版のキー配列です。日本語版 
のキー配列とは若干異なりますが、内蔵テンキーの位置は 
同じです。外付けテンキーの Num Lock の数字入力機能と 
ナビゲーシヨン機能（キーの矢印の方向で示されます）を 
切り替えるには 、 num lock キーを押します 
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暴面の各部 







名称 



説明 

(1) 


バッテリベイ 

バッテリが装着されています 

(2) 

曰 

バッテリリリースラッチ 

バッテリベイからバッテリを取り外します 

(3) 


通気孔 ( X 5) 

コンピューター内部の温度が上がりすぎないように空気を 
通します 




を記： 内部コンポーネントを冷却して過熱を防ぐため、 
コンピューターのファンは自動的に作動します。通常の操 
作を行っているときに内部ファンが回転したり停止したり 
しますが、これは正常な動作です 

(4) 

((1)) 

〇 

巧 

キーボード、オプティカルディスクドラ 
イブ （ ODD)、SSD (Solid State Drive ) ベ 
イ、ハードドライブベイ、無線コンパート 
メント、およびメモリモジュールコン 
パートメント 

を面カバーを取りかすと、キーボード、 ODD 、 SDD ベイ、 
ハードドライブベイ、無線コンパートメント、およびメモ 
リモジュールコンパートメントにアクセスできます 

を意： システムの応答停止を防ぐため、無線 LAN モ 
ジュールを交換する場合は、日本国内の無線デバイスの認 
を/を認機関でこのコンピューター用に認まされた無線モ 
ジュールのみを使用してくださし、。モジュールを交換した 
後にエラーメッセージがま示される場合は、モジュールを 
取りかしてコンピューターを元の状態に戻した後で、[ヘル 
プとサポート]からサポート窓□にお問い合わせ < ださい 
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ラベル 

コンピューターに貼付されているラベルには、システムの問題を解決したり、コンピューターを日本 
国外で使用したりするときに必要な情報が記載されています。これらのラベルは、容易に確認できる 
場巧に貼付されています。 


• シリアル番号ラベル：な下の情報を含む重要な情報が記載されています。 


©XXXXXXXXXX 


01 S^nd: XXXXXXXX IllllllUilllillllllll 




Pradud ： XXXXXXXX 麵 
Warrartty ： lyl yOy 
Model ： XmXXX 


名称 


(1) 製品名 


(2) 

シリアル香号 

(3) 

製品香号 

(4) 

保証期間 

(5) 

モデルの説明 


これらの情報は、サポート窓口にお問い合わせになるときに必要です。シリアル番号は、コン 
ピューターのバッテリベイの内側に貼かされているラベルに印刷されています。 

• Microsoft Certificate of Authenticity : Windows のプロダクトキー (Product Key、Product ID ) 
が記載されています。プロダクトキーは、オペレーティングシステムのアップデートやトラブ 
ルシューティングのときに必要になる場合があります 。 Microsoft Certificate of Authenticity は 
コンピューターの裏面にあります。 

• 規定ラベル：コンピューターの規定に関する情報が記載されています。規をラベルは、バッテリ 
ベイ内に貼付されています。 

• 無線認定/認証ラベル：無線デバイスに関する情報、および認定各国または各 i 也域の一部の認定 
マー クが記載されています。お使いの コン ピューターには、認定ラベルが1つレ: i 上貼付されてい 
ます。日本国外で無線デバイスを使用するときに、この情報が必要になる場合があります。無線 
認定/認証ラベルはバッテリベイの内側に貼付されています。 
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3 ネットワークへの接続 


お使いのコンピユーターは、 どこへ でも持ち運べます。しかし、自宅にいるときでも、コンピユー 
夕一を有線または無線ネッ トワークに接続して使巧すれば、世界中を検索して何百万もの Web サイ 
卜の情報にアクセスできます。 この 章では、ネットワークで世界と接続する方まに ついて 説明しま 
す。 
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無線ネットワークへの接続 

無線巧術では、有線のケーブルの代わりに電波を介してデータを転送します。お買い上げいただいた 
コンピューターには、な下の無線デバイスが1つな上内蔵されている場合があります。 

• 無線口ーカルエリアネットワーク（無線 LAN) デバイス：会社の事務所、自宅、および公共の 
場所（空港、レストラン、喫茶店、ホテル、大学など）で、コンピューターを無線口ーカルエリア 
ネットワーク（一般に、無線 LAN ネットワーク、無線 LAN、WLAN と呼ばれます）に接続しま 
す。無線 LAN では、コンピューターのモバイル無線デバイスは無線ルーターまたは無線アクセ 
スポイントと通信します。 

• Bluetooth デバイス：化の Bluetooth 対応デバイス（コンピューターや電話機など）に接続するた 
めのパーソナルエリアネットワーク （PAN) を確立します。 PAN では、コンピューターが他 
のデバイスと直接通信するため、デバイスがコンピューターと比較的近距離になければなりませ 
ん（通常は約10 m な内）。 

無線な術について詳しくは、[ヘルプとサポート]に記載されている情報および Web サイトへのリンク 
を参照してください。 

無線コントロールの使用 

な下の機能を使用して、コンピューター本体の無線デバイスを制御できます。 

• 無線ボタン、無線スイッチ、または無線キー(この章では無線ボタンと呼びます） 

• [HP Connection Manager] ソフトウエア 

• オペレーティングシステ厶の制御機能 

無線ボタンの使用 

コンピューターには無線ボタン、1つな上の無線デバイス、1つの無線ランプがあります。出荷時の 
設定では、コンピューターのすベての無線デバイスは有効になっているため、コンピューターの電源 
を入れると白色の無線ランプが点灯します。 

無線ランプは、無線デバイスの全体的な電源の状態を表すものであり、個々のデ/《イスの状態を表す 
ものではありません。無線ランプが点なしている場合は、かなくとも1つの無線デバイスがオンに 
なっています。無線ランプが消灯している場合は、すべての無線デバイスがオフになっています。 

出荷時の設定ではすべての無線デバイスが有効になっています。このため、複数の無線デバイスのナ 
ンとナフの切り替えを、無線ボタンで同時に行うことができます。無線デ/くイスのオンとオフを個別 
に調整するには、 [HP Connection Manager] を使用します。 


HP Connection Manager の使用 

[HP Connection Manager] は、な下の無線デバイスを管理するための中むとなる場所です。 

• 無線口ーカルエリアネットワーク（無線 LAN) /Wi-Fi 

• Bluetooth 

[HP Connection Manager] には、接結の状態および電源の状態に関する情報や通知が表示されます。 
状態に関する情報および通知は、タスクバーのち端の通知領域に表示されます。 

[HP Connection Manager] を開くには、[スタート]一[すべてのプログラム]一 [HP ヘルプとサポー 
卜]一 [HP Connection Manager] の順に選択します。 
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[HP Connection Manager] の使用方法について詳し〈は、 [HP Connection Manager] ソフトウ：!:アの 
ヘルプを参照してください。 

オペ レーテ イングシステムの制御機能の使用 

[ネットワークと共有センター]では、接続またはネットワークのセットアップ、ネットワークへの接 
続、無線ネットワークの管理、およびネットワークの問題の診断と修復が行えます。 

オペレーテイングシステムの制御機能を使巧するには、[スタート]一[コントロールパネル]一 
[ネットワークとインターネット]一[ネットワークと共ちセンター ] の順に選巧します。 

詳しくは、[スタート]一[ヘルプとサポート]の順に選択します。 

無線 LAN の使用 

無線 LAN デバイスを使巧すると、無線ルーターまたは無線アクセスポイントによってリンクされた、 
複数のコンピューターおよび周辺機器で構成されている無線口ーカルエリアネットワーク（無線 
LAN) にアクセスできます。 


I ■聲を 記： 無線ルーターと無線アクセスポイントという用語は、同じ意味で巧巧されることがよくあ 
ります。 


• 企業または公共の無線 LAN など、大規模な無線 LAN では通常、大量のコンピューターおよび周 
辺機器に対応したり、重要なネットワーク機能を分離したりできる無線アクセスポイントを巧 
巧します。 

• ホームオフィス無線 LAN やスモールオフィス無線 LAN では通常、無線ルーターを使用して、 
複数台の無線接続または有線接続のコンピューターでインターネット接続、プリンター、および 
ファイルを共有できます。追加のハードウ X アやソフトウエアは必要ありません。 

お使いのコンピューターに搭載されている無線 LAN デバイスを使用するには、無線 LAN インフラス 
トラクチャ（サービスプロバイダーか、公共または企業ネットワークを介して提供される）に接続 
する必要があります。 

インターネットサービスプロバイダー(旧 P ) の使用 

自宅でインターネットアクセスをセットアップする場合は JSP アカウントを設定する必要がありま 
す。インターネットサービスの申し込みおよびモデムの購入については、利用する旧 P に問い合わ 
せてください。ほとんどのに P 力 《 、モデムのセットアップ、無線コンピューターをモデムに接続する 
ためのネットワークケーブルの取リイ寸け、インターネットサービスのテストなどの作業へのサポー 
卜を提供しています。 


ま記： インターネットにアクセスするためのユーザー ID およびパスワードは、利巧する旧ドから 
U 提供されます。この情報は、記録してを全な場前こ保管しておいて〈ださい。 
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無線 LAN のセットアップ 

無線 LAN をセットアップし、インターネットに接続するには、な下のような準備が必要です。 

® ブロード'バンド' モデム （DSL またはケーブル） （1) およびインターネットサービスプロバイ 
ダーが提供する高速インターネットサービス 

• お線ルーター （2) (別売） 

• 無線 コン ピュ ータ ー (3) 


を記； 一部のモデムには、無線ルーターが内蔵されています。モデムの種類については、に P に問 
い合わせて確認してください。 


な下の図は、インターネットに接続している無線ネットワークの設置例を示しています。 



お使いのネットワークをが張する場合、インターネットのアクセス巧に新しい無線または有線のコン 
ピューターをネットワークに追加できます。 

無線 LAN のセットアップについて詳しくは、ルーターの製造元またはに P から提供されている情報 
を参照してください。 

無線 ルーターの 設定 

無線 LAN のセツトアップについて詳しくは、ルーターの製造元または旧 P から提供されている情報 
を参照してください。 


lif を記. 最初にルーターに付属しているネットワークケーブルを使巧して、新しい無線コンピュー 
夕 —をルーターにお結することをおすすめします。コンピューターが正常にインターネットにお続 
できたら、ケーブルを外し、無線ネットワークを介してインターネットにアクセスできます。 

無線 LAN の保護 

無線 LAN をセットアップする場合や、既巧の無線 LAN にアクセスする場合は、常にセキュリティ機 
能を有効にして、不正アクセスからネットワークを保護してください。無線 LAN スポットと呼ばれる 
インターネットカフェや空港などで串り用できる公を無線 LAN では、セキュリティ巧まが取られてい 
ないことがあります。無線 LAN スポットを利用するときにコンピューターのセキュリティに不安が 
ある場合は、ネットワークに接続しての操作を、機密性のおい電子メールや基本的なネットサーフィ 
ン程度にとどめておいてください。 

無線信号はネットワークの外に出てしまうため、保護されていない信号を他の無線 LAN デ/くイスに拾 
われる可能性があります。事前にな下のような巧まを取ることで無線 LAN を保護します。 


• ファイアウォールを使巧する 

ファイアウナールは、ネットワークに送信されてくるデータとデータ要ホをチェックし、疑わし 
いデータを破棄します。利用できるファイアウォールには、ソフトウェアとハードウェアの両方 
があります。ネットワークによっては、両方の種類を組み合わせて使用します。 


• 無線を暗号化する 
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無線の暗号化では、セキュリティ設定によってネットワークから送信されるデータの暗号化と復 
号化を行います。詳しくは、 [ヘルプと サポ ー ト] を参照してください。 


無線 LAN への 接続 

無線 LAN に接続するには、な下の操作を行います。 

1. 無線 LAN デバイスがオンになっていることを確認します。オンになっている場合は、無線ラン 
プが白色に点なしています。無線ランプがオレンジ色に点なしている場合は、無線ボタンを押し 
ます。 


ま記： モデルによっては、すべての無線デバイスがオフになっている場合にオレンジ色のラン 
プが点'なします 


2. タスクバーの右端の通知領域にあるネットワークステータスアイコンをクリックします。 

3. —覧から無線 LAN を選択します。 

4. [接続]をクリックします。 

無線 LAN がセキュリティ設定済みの無線 LAN である場合は、セキュリティコードの入力をボ 
めるメッセージが表示されます。コードを入力し、 [0 K ] をクリックして接続を完了します。 


|§^ま記： 無線 LAN が一覧に表示されない場合は、無線ルーターまたはアクセスポイントの範囲 
外にいる可能性があります。 

ま記： 接続したい無線 LAN が表示されない場合は、[ネットワークと共ちセンターを開く]一 
[新しい接続またはネットワークのセットアップ]の順にクリックします。オプションの一覧が 
表示されて、手動で検索してネットワークに接続したり、新しいネットワーク接続を作成するな 
どのオプションを選巧できます。 


接続完了後、タスクバーち端の通知領域にあるネットワークアイコンの上にマウスポインターを置 
くと、接続の名前およびステータスを確認できます。 


を記： 動作範困（無線信号が届く範囲）は、無線 LAN の実装、ルーターの製造元、および壁やまな 
どの建造物やその他の電子機器からの干渉に応じて異なります。 


Bluetooth 無線デバイスの使用（一部のモデルのみ） 

Bluetooth デバイスによって近距離の無線通信が可能じなり、な下のような電子機器の通信手段を従 
来の物理的なケーブル接続から無線通信に変更できるようになりました。 

• コンピューター(デスクトップ、ノートブック、 PDA ) 

• 電話機（携帯、 コー ドレス、 スマー トフォン） 

• イメージングデバイス（プリンター、カメラ） 

• 才ーディオデバイス（へッドセット、スピーカー ） 

• マウス 


Bluetooth デバイスは、 Bluetooth デバイスの PAN (Personal Area Network ) を設まできるピアッー 
ピア機能を提供します。 Bluetooth デバイスの設定と使巧方まについては、 Bluetooth ソフトウエアの 
ヘルプを参照してくださし、。 
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有線ネットワークへの接続 

お使いのコンピユーターは、口ーカルエリアネットワーク （ LAN ) への有線接続をサポートしてい 
ます。 LAN 接続ではネットワークケーブルを巧用しており、電話ケーブルを使用するモデムよりも 
大幅に高速になります 。 LAN ( RJ -45) ケーブルは別売です。 


么 警告， 义傷ゃ感電、义災、装置の損傷を防ぐため、モデムヶーブルまたは電話ヶーブルを RJ -45 
(ネットワーク）コネクタに接結しないでください。 


口ーカルエリアネットワーク （ LAN ) への接続 

コンピューターを自宅のルーターに直接接続する（無線で作業しない）場合、または会社の既巧の 
ネットワークに接続する場合は、 LAN 接続を使用します。 

LAN にお続するには、8ピンの RJ -45 ネットワークケーブルを使巧する必要があります。 

ネットワークケーブルを接続するには、な下の操作を行います。 

1. ネットワークケーブルをコンピューター本体のネットワークコネクタに差し込みます（1)。 

2. ネットワークケーブルのもう一方の端をデジタルモジュラーコンセントまたはルーターに差 
し込みます（2)。 


I ■掌を 記： ネットワークケーブルに、テレビやラジオからの電波障害を防止するノイズ抑制コア 
(3) が取り付けられている場合は、コアが取り付けられているちのケーブルの端をコンピユー 
夕一 側に向けます。 
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4 エンターテイメント機能を楽しむ 


HP 製コンピューターをエンターテイメントのハブとして使用して、 Web カメラを使ったソーシャル 
ネットワーキングを行ったり、音楽の再生や管理をしたり、映画のダウンロードや視聴を行ったりで 
きます。または、コンピューターをさらに強力なエンターテイメントセンターにするには、スピー 
力一、ヘッドフォン、モニター、プロジェクター、テレビ、および HD 対応デバイスなどの外付けデ 
バイスを接続します。 


マルチメディア機能 


コンピューターのエンターテイメント機能のいくつかをな下に示します。 



名称 


説明 

(1) 

巧蔵マイク 

サウンドを録音します 

(2) 

Web カメラ 

動画を録画したり、静止画像を撮影したりします 



Web カメラを使巧するには、[スタート]一[すべての 
プログラム]一に ommunication and Chat ] (通信 
とチャット）^に yberLink YouCam ] の順に選択し 
ます 
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名称 



説明 

(3) 


Web カメラランプ 

点灯： Web カメラを使用中です 

(4) 


USB 2.0 コネクタ 

別売の USB デバイスをを続します 




ま記： 各種 USB コネクタについて詳し〈は、 

47ぺージの 「USB (Universal Serial Bus ) デバイ 




スの使用 I を参照してください 

(5) 


オプティカルドライブ 

オプティカルディスクの読み取りおよび書き込み 
を行います 

(6) 

n 

オーディオ出力（ヘッドフナン）コネ 
クタ 

別売または市販の電源付きステレオスピーカー、 
ヘッドフォン、イヤフホン、ヘッドセット、または 
テレビオーディオに接続したときに、サウンドを出 
力します 




菩告！ 突然大きな音が出て耳を傷めることがない 
ように、音量の調節を行ってからヘッドフォン、イ 
ヤフホン、またはへッドセットを使用してください。 
ま全に関する情報について詳しくは、『規定、ま全、 
および環境に関するごを意 J を参照してください 

(7) 

を 

オーディオ入力（マイク）コネクタ 

別売または市販のコンピューター用へッドセットの 
マイク、ステレオアレイマイク、またはモノラル 
マイクを接綿します 

(8) 


USB 3.0 コネクタ 02) 

別売の USB 3.0 デバイスを接続します。拡張され 
た USB の強力なパフホーマンスが引き出されます 




を記： 各種 USB コネクタについて詳しくは、 

47ぺージの 「USB (Universal Serial Bus ) デバイ 




スの巧巧 I を参晓して〈ださい 

(9) 

MiJmi 

HDMI コネクタ 

HD 対応テレビなどの別売のビデオデバイスやオー 
ディオデバイス、対応するデジタルコンポーネン 
卜やオーディオコンポーネント、または高速 HDMI 
デバイスを接続します 

(10) 

〇| 

外付けモニターコネクタ 

外付け VGA モニターまたはブロジェクターを接続 
します 

(11) 


スピーカー ( x2 ) 

サウンドを出力します 
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Web カメラの使用 

お使いのコンピューターには、ソーシャルネットワーキングの強力なツールである Web カメラが内 
蔵されています。 Web カメラを使用すると、すぐ隣にいる友人や同僚とも、地球の裏側にいる友人や 
同僚とも、同じように間近に感じるコミュニケーシヨンが取れます。 Web カメラを使巧すると、イン 
スタントメッセージソフトウェアによる動画のストリーミング、動画の撮影や共有、および静止画 
像の撮影が行えます。 


Web カメラを開始するには、[スタート]一[すべてのプログラム]一 [Communication and Chat] (通 
信とチャット）一 [CyberLink YouCam] の順に選択します。 

Web カメラの使巧方まについて詳しくは、に夕ート]一[ヘルプとサポート]の順に選択します。 


オーディオの使用 

お使いの HP 製コンピューターでは、音楽 CD の再生、音楽のダウンロードや再生、 Web 上の才一 
ディオ コンテンツ（ラジオなど）のストリーミング、ナーディオの録音、ナーディナとビデオの組 
み合わせによるマルチメディアの作成などが可能です。才ーディオを聴く楽しみを広げるには、ス 
ピーカーやへッドフォンなどの外付け才ーディナデバイスを接続します。 

スピーカーの接続 

有線のスピーカーをコンピューターに接続する場合は、コンピューターまたはドッキングステー 
シヨンの USB コネクタ（または才ーディオ出カコネクタ）に接続します。 

無線スピーカーをコンピューターに接続するには、デバイスの製造元の説明書に沿って操作してくだ 
さい。 HD 対応スピーカーをコンピューターに接続するには、 26 ぺージの「オーディナの設を 
( HDMI 対応テレビの場合） I を参照します。オーディナデバイスを接続する前に、必ず音量を調整し 
てくださし、。 

へッドフォンの接続 

有線のヘッドフォンは、コンピューターのヘッドフォンコネクタに接続できます。 

無線のヘッドフナンをコンピューターに接続するには、デバイスの製造元の説明書に沿つて操作して 
ください。 


么 警告！ 突然大きな音が出て耳を傷めることがないように、音量の調節を行ってからヘッドフォン、 
イヤフォン、またはヘッドセットを巧巧してください。ま全に関する情報について詳しくは、『規定、 
安全、および環境に関するごを意 J 1 を参照してください。 


マイクの接続 

才ーディオを録音するには、コンピューターのマイクコネクタにマイクを接続します。良好な録音 
結まを得るため、直接マイクに向かって話し、雑音がないように設定して録音します。 
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サウンドの確認 

お使いのコンピューターのオーディオ機能を確認するには、な下の操作を行います。 

1. [スタート]一[コントロールパネル]一[ハードウエアとサウンド]一[サウンド]の順に選択しま 
す。 

2. [サウンド]ウィンドウが開いたら、[サウンド]タブをクリックします。[プログラムイベント]で 
ビープやアラームなどの任意のサウンドイベントを選択し、[テスト]ボタンをクリックします。 

スピーカーまたは接結した へッ ドフォンから音が鳴ります。 

お使いのコンピューターの録音機能を確認するには、な下の操作を行います。 

1. [スタート]一[すべてのプログラム]一[アクセサリ]一[サウンドレコーダー]の順に選択しま 
す。 

2. [録音の開始]をクリックし、マイクに向かって話します。デスクトップにファイルを保存しま 
す。 

3. マルチメディアプログラムを開き、録音内容を再生します。 

コンピューターの才ーディオ設定を確認または変更するには、[スタート]一[コントロールパネル] 
一[ハードウ I アとサウンド]一[サウンド]の順に選択します。 


動画の使用 

お使いの H P 製コンピューターは強力なビデオデバイスであり、ネットワークにアクセスしないでお 
気に入りの Web サイトの動画のストリーミングを視聴したり、動画や映画をダウンロードしてコン 
ピューター上で視聴したりできます。 

コンピューターのビデオコネクタの1つを使用して外かけモニター、プロジてクター、またはテレ 
ビに接続することで、視聴の楽しみが広がります。ほとんどのコンピューターには VGA (Video 
Graphics Array ) コネクタがあり、アナログビデオデバイスに接結します。一部のコンピューター 
には 、 HDMI ( High-Definition Multimedia Interface ) コネクタも搭載されており、 HD 対応のモニター 
またはテレビに接続できます。 


夕 重要： 外付けデバイスが、正しいケーブルを使用してコンピューター上の正しいコネクタに接続さ 
れていることを確認してください。不明点や疑問点がある場合は、デバイスの製造販売元の説明を確 
認してください。 


VGA モニターまたはプロジェクターの接続 

コンピューターの表示画面をモニターやプロジェクターなどの外付けの VGA モニターまたはプロ 
ジェクターに切り替えてプレゼン テーシヨ ンを行うには、モニターまたはプロジェクターをコン 
ピューターの VGA コネクタに接続します。 
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モニターまたはプロジェクターを接続するには、な下の操作を行います。 

1. モニターまたはプロジェクターとコン ピュー ターの VGA コネクタを、な下の図のように VGA 
ケーブルで接続します。 



2. f 4 キーを押すと、表示画面がな下の4 つの 表示状態の間で切り替わります。 

• コンピューターの表示画面を表示します。 

• コンピューターと外付けデバイスの両方の表示画面を同時に表示します。 

• コンピューターの表示画面を外付けデバイスに拡張して表示します。 

• 外付けデバイス（モニターまたはプロジェクター)の表示画面を表示します。 
f 4 キーを巧すたびに、表示状態が切り替わります。 

HDMI 対応の テレビ または モニターの 接続 

HD 対応のテレビまたはモニターで コン ピューターの表示画面を見るには、な下の手順に従って HD 
対応のデバイスを接続します。 

HDMI デバイスをコンピューターに接続するには、別売の HDMI ケーブルが必要です。 
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HD 対応のテレビまたはモニターをコンピューターに接続するには、な下の操作を行います。 

1 . HDMI ケーブルの一方の端をコンピューターの HDMI コネクタに接続します。 



2. ケーブルのもう一方の端を HD 対応のテレビまたはモニターに接続します。 

3. f 4 キーを押すと、コンピューターの表示画面がな下の4つの表示状態の間で切り替わります。 

• コンピューターの表示画面を表示します。 

• コンピューターと外付けデバイスの両方の表示画面を同時に表示します。 

• コンピューターの表示画面を外付けデバイスに化張して表示します。 

• 外付けデバイス（モニターまたはプロジェクター)の表示画面を表示します。 
f 4 キーを押すたびに、表示状態が切り替わります。 


オーディオの設定 （ HDMI 対応テレビの場合） 

HDMI は、 HD 対応のビデオと才ーディオをサポートする唯一のビデオインターフ王イスです。 

HDMI 対応のテレビをコンピューターに接続した後、な下の操作を行って HDMI 才ーディオをオンに 
できます。 

1. タスクバーの右端の通知領域にあるにピーカー]アイコンを右クリックし、[巧生デバイス]をク 
リックします。 

2. [巧生]タブで[デジタル出カデバイス （ HDMI )] をクリックします。 

3. [既定値に設定] 一 [0 K ] の順にクリックします。 

才ーディオのストリーミングをコンピューターのスピーカーに戻すには、な下の操作を行います。 

1. タスクバーの右端の通知領域にあるにピーカー]アイコンを右クリックし、[巧生デバイス]をク 
リックします。 

2. [巧生]タブで、[スピーカー]をクリックします。 

3. [既定値に設定]一[〇のの順にクリックします。 


26 第4章 


エンターテイメント機能を楽しむ 


インテル®ワイヤレス-ディスプレイおよびワイヤレス-ミュージックの使用 
(一部のモデルのみ） 

インテルワイヤレス■ディスプレイおよびワイヤレス-ミュージックを使巧すると、市販の無線ア 
ダプターを使用してコンピューターのコンテンツを無線で受信デバイスやディスプレイデバイス 
( HDTV 、 モニター 、 プロジェクター、ゲームコンソール、ブルーレイプレーヤー、 DVR など）に 
送信できます。無線アダプターの巧巧について詳しくは、製造元の説明書を参照してください。 

インテルワイヤレス■ディスプレイを開くには、[スターり一[すべてのプログラム] 一 [Intel WiDi] 
(インテルワイヤレス■ディスプレイ）の順に選巧します。 


を記： ワイヤレスディスプレイ機能を使巧するには、無線デバイスがオンになっていることを確 
認しておく必要があります。 


写真、オーディオ、およびビデオファイルの管理 

に yberLink PowerDVD ] (一部のモデルのみ）を使用すると、写真、才ーディオ、およびビデオのコ 
レクシヨンを管理および編集できます。 

▲ [CyberLink PowerDVD ] を起動するには、[スタート]一[すべてのプログラム]一 [Music, Photos 
and Videos] (音楽、写真、および動画）の順に選 t 尺し、に yberLink PowerDVD] をクリック 
します。 

[CyberLink PowerDVD ] の使用方まについて詳しくは 、 [CyberLink PowerDVD ] ソフトウエアの ヘルプ 
を参照してください。 


写真、オーディナ、およびビデオファイルの管理 27 




5 キーボードおよびポインティングデバイ 
スの使用 


お使いのコンピューターでは、画面操作が簡単に行えます。キーボードな外に、タッチパッドを使巧 
して画面表示の機能を実行することもできます。お使いのコンピューターには、テンキーも内蔵され 
ています。一部のモデルには、通常のタスクを簡単に実行するための特夕朱な操作キーまたはホット 
キー機能も含まれています。 

タッチパッドのようなコンピューターに付属しているポインティングデバイスな外に、外付け USB 
マウス（別売）をコンピューターの USB コネクタのどれかに接続して使用できます。 

ポインティングデバイスの設定、ボタンの構成、クリックの速度、およびポインターオプションを 
カスタマイズするには、に夕ー ト] 一 [コントロール パネル]の順に選択し、ウィンドウ右上隅の検 
索ボックスに「マウス」と入力します。[マウス]をクリックします。 
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キーボードの使用 

キーボードを巧巧すると文字の入力、操作キーおよびホットキーを使用すると特定の機能の実行が巧 
能です。キーボードのキーについて詳しくは、 12ぺージの「キー」 を参照してください。 


ま記： 国または地域によっては、キーボードに含まれるキーおよびキーボード機能がこの項目での 
説明と異なる場合もあります。 


[ALT GR ] キーの組み合わせの使用 

一部の国では、特別なキーの組み合わせに使用される [ALT GR ] キーがキーボードに含まれる場合があ 
ります。 [ALT GR ] キーを含むキーボードでルピー記号を入力するには、 alt gr + 4 キーの組み合わせ 
を使用します。インドの地域固有のキーボードでは、ルピー記号の入力に Ctrl + shift + 4 キーを使用 
します。 


[ALT GR ] キーの組み合わせについて詳しくは、 Microsoft Office の Web サイト、 
http :// www . office . microsoft . com / にアクセスして [ALT GR ] を検索してください。 

操作キーの使用 

操作キーを押すと、割り当てられている機能が実行されます。 f 1~ f 4 および f 6 〜 鬥2 の各キーのアイ 
コンは、操作キーに割り当てられている機能を表します。 

操作キーの機能を使用するには、そのキーを押したままにします。 

操作キーの機能は、出荷時に有効に設定されています。この機能は、セットアップューティリティ 
( BIOS ) で無効にできます。セットアップューティリティ （ BIOS ) を開いたときの手順については、 
71 ぺージの「セットアップューティリティ （ BIOS ) およびシステム診断の使用 I を参照し、画面 
下部の説明に沿つて操作してください。 

操作キーの機能を無効にした後に、出荷時に割り当てられていた機能を実行するには、 ゎ キーを巧し 
ながら実行する機能が割り当てられていた操作キーを押す必要があります。 


么を 意： セツトアップ ユーテイ リティで設定変更を行う場合は、細むのを意をキムってください。設 
定を誤ると、コンピューターが正しく動作しなくなる可能性があります。 


アイコン 

キー 

説明 

? 

f 1 

[ヘルプとサポート]を表示します。[ヘルプとサポート]では、チュートリアル、 

Windows オペレーティングシステムとコンピューターに関する情報、質問への回答、 
およびコンピューターへのアツプデートファイルなどが提供されます 



また、自動トラブルシューティングツールおよびサポート窓口へのアクセスも提供さ 
れます 

み 

f 2 

このキーを押し続けると、画面輝度が一定の割合で徐々に下がります 

味- 

f 3 

このキーを押し続けると、画面輝度が一定の割合で徐々に上がります 
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アイコン 

キー 

説明 

〇| 

H 

システムに接続されているディスプレイデバイス間で画面を切り替えます。たとえ 
ば、コンピューターに外付けモニターを接続している場合は、このキーを押すと、コ 
ンピューター本体のディスプレイ、外付けモニターのディスプレイ、コンピューター 
本体と外付けモニターの両方のディスプレイのどれかに表示画面が切り替わります 



ほとんどの外付けモニターは、外付け VGA ビ V '才ちまを巧用してコンピューターか 
らビデオ情報を受け取ります。この操作キーでは、コンピューターからビデオ情報を 
受信している他のデバイスとの間でも表示画面を切り替えることができます 


巧 

オーディオ CD の前のトラック、または DVD や BD の前のチャプターを再生します 

>|| 

f 7 

オーディオ CD や DVD の再生を開お、一時停止、または再開します 

… 

f 8 

オーディオ CD の次のトラック、または DVD や BD の次のチャプターを再生します 

4 - 

f 9 

このキーを押し続けると、スピーカーの音量が一をの割合でな々に下がります 

卜 

f 10 

このキーを押し続けると、スピーカーの音量が一をの割合でな々に上がります 

が 

f 11 

スピーカーの音をミ肖したり元に房したりします 


(が 


f 12 無線機能をオンまたはオフにします 

を記： 無線接続を確立するには、事前に無線ネットワークがセツトアップされてい 
る必要があります 


ホットキーの使用 

ホットキーは、 fn キーと esc キーの組み合わせです。 
ホットキーを使用するには、な下の操作を行います。 


▲ fn キーを短く押し、 

次にホットキーの組み合わせの 2 番目のキーを短く押します。 

機能 

ホットキー 

説明 

システム情報の表示 

fn 4- esc 

システムの ハー ドウ エアコンポーネン トやシステム BIOS のバー 
ジョン香号に関する情報が表示されます 
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テンキーの使用 
内蔵テン キーの 使用 

お使いのコンピューターには、テンキーが内蔵されています。また、別売の外付けテンキーや、テン 
キーを備えた別売の外付けキーボードも使用できます。 


名称 

説明 

num Ik キー 

内蔵テンキーの機能を制御します。このキーを押して、外付けテ 
ンキーの標準の数字入力機能（工場出荷時の設定）とナビゲー 
シヨン機能（キーの矢印の方向で示されます）を切り替えます 

を記： テンキー機能がコンピューターの電源を切ったときに有 
効だった場合は、次回コンピューターの電源を入れたときにも有 
効になっています 

内蔵テンキー 

外付けテンキーと同じように機能するように出荷時に設定され 
ています。上の図は英語版のキー配列でず。日本語版のキー配 
列とは若干異なりますが、内蔵テンキーの位置は同じです。外付 
けテンキーの Num Lock の数字入力機能とナビゲーシヨン機能 
(キーの矢 EP の方向で示されます）を切り替えるには 、 num lock 
キーを押します 
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タツチパッドの使用 



名称 


説明 

(1) 

タッチパッドオン/オフ切り替え機能 

タツチパツドをオンまたはオフにします 

(2) 

タッチパッドランプ 

• オレンジ色：タツチパツドがオフになっています 

• 消灯：タツチパツドがオンになっています 

(3) 

タッチパッドゾーン 

画面上のポインターを動かして、画面上の項目を選択した 
り、アクティブにしたりします 

(4) 

左のタッチパッドボタン 

外付けマウスの左ボタンと同様に機能します 

(5) 

右のタッチパッドボタン 

外付けマウスの右ボタンと同様に機能します 


ポインターを移動するには、タッチパッド上でポインターを移動したいち向に1本の指をスライドさ 
せます。タッチパッドの左ちのボタンは、外付けマウスのボタンと同様に使用します。 

タッチパッドのオフ/オンの切り替え 

タッチパッドをオフまたはオンにするには、タッチパッドの左上隅のエリアをすばやくダブルタップ 
します。 

タッチパッドがオンになっているときは、タッチパッドランプは消なしています。 
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移動 

画面上のポインターを移動するには、タツチパツド上でポインターを移動したい方向に1本の指をス 
ライドさせます。 



選択 

タッチパッドの左ちのボタンは、外付けマウスの対応するボタンと同様に使巧します。 
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タッチパッドジェスチヤの使用 

タッチパッドではさまざまな種類のジェスチヤがサポートされており、指でスワイプ、ピンチ、回転 
などを行ってデスクトップの項目を操作できます。タッチパッドジてスチヤを使巧するには、2本の 
指を同時にタッチパッド上に置きます。 

陵 f; ま記： プログラムによっては、一部のタッチパッドジ X スチヤに対応していない場合があります。 
ジェスチヤのデモンストレーシヨンを確認するには、な下の操作を行います。 

1. [スタート] 一 [コントロールパネル] 一 [ハードウェアとサウンド] 一 [Synaptics TouchPad ] の 

順に選択します。 

2. ジェスチヤをクリックし、デモンストレーシヨンを開始します。 

ジェスチヤをオフまたはナンにするには、な下の操作を行います。 

1. [スタート] 一 [コントロールパネル] 一 [ハードウェアとサウンド] 一 [Synaptics TouchPad ] の 

順に選択します。 

2. オンまたはオフじするジェスチヤの横にあるチェックボックスにチェックを入れます。 

3. [ Apply ] (適用）一 [0 K ] の順にクリックします。 
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スクロール 


スクロールは、ぺージや画像を上下左ちじ移動するときに便利です。スクロールするには、2本の指 
を少し離してタッチパッド上に置き、タッチパッド上で上下左ちの方向にドラッグします。 


1^; ま記： スクロールのま度は、指を動かす速度で調整します。 



ピンチ/ズーム 

ピンチを使用すると、画像やテキストをズームインまたはズームアウトできます。 

• タッチパッド上で2本の指を一緒の状態にして置き、その2本の指の間隔を拡げるとズームイン 
できます。 

• タッチパッド上で2本の指を互いに離した状態にして置き、その2本の指の間隔を狭めるとズー 
ムアウトできます。 
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回転 


回転ジェスチャを巧巧すると、写真などの項目を回転できます。回転させるには、左手の人差し指を 
タッチパッドゾーンに固定します。固ました指を中也として、ち手の人差し指を12時から3時の位 
置へと弧をおきながら動かします。逆方向へと回転させるには、ち手の人差し指を3時から12時の 
方向に動かします。 


注記. 回転ジェスチヤは、工場出荷時に無効に設をされています。 
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6 電源の管理 


お使いのコンピューターは、バッテリ電源または外部電源で動作できます。コンピューターがバッテ 
リ電源でのみ動作しており、外部電源を使用してバッテリをち電することができない場合は、バッテ 
リ残量を監視し、節約することが重要です。お使いのコンピューターでは、電源を使用したり節電し 
たりする方法を管理できる電源プランがサポートされているため、コンピューターのパフオーマンス 
と節電のバランスを取ることができます。 
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スリープまたはハイバネーシヨンの使用 

Microsoft Windows には、スリープとハイバネーシヨンの2つの省電力設定があります。 

スリープが開始されると、画面表示が消え、作業中のデータがメモリに保存されるため、ハイバネー 
シヨンを終了するときよりも早く作業に戻れます。コンピユーターが長時間スリープ状態になった 
場合、またはスリープ状態のときにバッテリが完全な口ーバッテリ状態になった場合は、ハイバネー 
シヨンを開始します。 

ハイバネーシヨン状態では、データがハードドライブのハイバネーシヨンファイルに保存されて、 
コンピューターの電源が切れます。 


么を 意： オーディオおよびビデオの劣化、巧生機能の損失、または情報の損失を防ぐため、ディスク 
や外付けメディアカードの読み取りまたは書き込み中にスリープやハイバネーシヨンを開始しない 
でください。 

;ま記. コン ピユーターがスリープまたはハイバネーシヨン状態の場合は、無線接続や コン ピユー 
夕 一の機能を実行することが一切できなくなります。 


スリープの開始および終了 

バッテリ電源を使用しているか外部電源を使巧しているかによって、操作しないが態が一定時間続い 
た場合に、システムがスリープを開始するよう出荷時に設定されます。 

電源設ミおよびタイムアウ ト は 、 Windows の[コントロールパネル]の 犀源 オプション] を使巧して変 
更できます。 

コンピューターの電源が入っているときにスリープを開始するには、な下のどれかの操作を行いま 
す。 

• 電源ボタンを短く押します。 

• ディスプレイを閉じます。 

• [スタート]を選 t 尺し、[シャツトダウン]ボタンの横にある矢印一[スリープ]の順にクリックしま 
す。 


スリープ状態を終了するには、レ^下の操作を行います。 

• 電源ボタンを短く押します。 

• ディスプレイが閉じている場合は、ディスプレイを開きます。 

• キーボードのキーを押します。 

• タッチパッドで、タップするか指を滑らせます。 

コン ピューターがスリープを終了すると電源ランプが点灯し、 コン ピューターの画面は作業を中断し 
た時点に戻ります。 

隊 ST ~ 復帰するときにパスワードを必要とするように設定した場合は、作業を中断した時点の画面 

に戻る前に Windows パスワードを入力する必要があります。 


ハイバネーシヨンの開始および終了 

バッテリ電源を巧巧しているか外部電源を巧巧しているか、または完全な口ーバッテリ状態になる 
のはいつかによって、操作しない状態が一を時間続いた場合にシステムがハイバネーシヨンを開始す 
るように出荷時に設定されています。 
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電源設定およびタイムアウトは、 Windows の [コントロールパネル] で変更できます。 

ハイバネーションを開始するには、に夕ート]一[シャットダウン]ボタンの横にある矢印一[休止状 
態]の順に選択します。 

ハイバネーションを終了するには、電源ボタンを短く押します。 

電源ランプが点なし、作業を中断した時点の画面に戻ります。 

復帰するときにパスワードを必要とするように設定した場合は、作業を中断した時点の画面 
に 民々 刖に Windows ハスワートを入力す々必要かめります。 

復帰時のパスワード保護の設定 

スリープまたはハイ/くネーション状態が終了したときにパスワードの入力をホめるようにコン 
ピューターを設をするには、な下の操作を行います。 

1. [スタート]一[コントロールパネル]一[システムとセキュリティ]一[電源オプション]の順に選 
択します。 

2. 左側の枠内で、[スリープ解除時のパスワード保護]をクリックします。 

3. [現在利巧可能ではない設をを変更します]をクリックします。 

4. [パスワードを必要とする（推奨） ] をクリックします。 

~ ューザーアカウントを作成したり、現在のューザーアカウントを変更したりする場合 

は、[ユーザーアカウントパスワードの作成または変更]をクリックしてから、画面に表示され 
る説明に沿って操作します。 

5. [変更の保存]をクリックします。 


スリープまたはハイバネーシヨンの使用 39 






電源 メーターの 使用 

電源メーターを使用すると、すばやく電源設定にアクセスしたり、バッテリ充電残量を表示したりで 
きます。 

• 充電残量率と現在の電源プランを表示するには、ポインターをタスクバーのち端にある[電源 
メータ ー] アイコンの上に移動します。 

• 電源オプションにアクセスしたり、電源プランを変更したりするには、[電源メータ ー] アイコン 
をクリックして一覽から項目を選択します。 

コンピューターがバッテリ電源で動作しているか外部電源で動作しているかは、[電源メータ ー] アイ 
コンのおの違いで判断できます。バッテリアイコンには、バッテリが口ーバッテリ状態または完全 
な口ーバッテリ状態になった場合にそのメ ツセー ジが表示されます。 
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電源プランの選択 

コンピューターの電源の使用方まを管理する電源プランによって、電力を節約し、パフォーマンスを 
最大限に向上させることができます。 

レ: i 下の電源プランを利巧できます。 

• HPit 奨：自動的じパフォーマンスと省エネルギーのバランスを取ります。 

• 省電力：システムのパフォーマンスと画面の輝度を低下させることによって電力を節約します。 

• 高 パフォーマンス： パフォ ー マンスを優先しますが、エネルギ ー 消費量が増える可能性がありま 
す。 

また、独自の電源プランを作成したり、その電源プランを二ーズに合わせてカスタマイズしたりでき 
ます。 

電源プランを選択するか、独自のプランを作成するには、 [HP Power Manager] または Windows の[コ 
ントロールパネル]を使用します。 

[HP Power Manager] を開始するには、 [スタート] 一 [コントロールパネル] 一 [ハードウエアと 
サウンド] 一 [HP Power Manager] の順に選択します。 

[コントロールパネル] の[電源 オプション] にアクセスするには、 [スタート] 一 [コントロールパネル] 
一 [システムとセキュリティ] 一[電源 オプション] の順に選巧し、一覧から電源プランを選巧します。 
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バッテリ電源での駆動 

巧電巧みのバッテリが装着され、外部電源に接続されていない場合、 コン ピューターはバッテリ電源 
で動作し、バッテリ電源を節約するために画面の輝度が下がります。バッテリを コン ピューターに装 
着したままにしておくと、 コン ピューターを外部電源に接結していない場合は、 コン ピューターが才 
フのときでもバッテリは徐々に放電していきます。 

コンピューターのバッテリは消まち品で、その寿命は、電源管理の設定、コンピューターで動作してい 
るプログラム、画面の輝度、コンピューターに接続されている外付けデバイス、およびその他の要素 
によって異なります。 

ユーザーが交換可能なバッテリの取り外し 

コン ピューターにはューザーが交換可能なバッテリが搭載されています。 


么 警告！ けがや事故、および機器の故障などの安全に関する問題の発生を防ぐため、この製品を使用 
する場合は、コンピューターに付属しているユーザーが交換可能なバッテリ、 HP が提供する交換用 
バッテリ、または HP から購入した対応するバッテリを使用してください。 

么 を意： コンピューターの電源としてバッテリのみを使用しているときにそのバッテリを取り外す 
と、情報が失われる可能性があります。したがって、バッテリを取り外す場合は、あらかじめハイバ 
ネーシヨンを開始するか Windows の通常の手順でシャツトダウンしておいてください。 


バッテリを取り外すには、な下の操作を行います。 

1. コンピューターを裏返してを定した平らな場所に置きます。 

2. バッテリリリースラッチをスライドさせて （1) バッテリの固定を解除します。 


を記： バッテリリリースラッチは、自動的に元の位置に戻ります。 


3. バッテリを回転させるようにして引き上げて口）、コンピューターから取り外します口）。 



バッテリに関する情報の確認 

[ヘルプとサポート]では、バッテリに関するな下のツールと情報が提供されます。 

• バッテリの性能をテストするための [ヘルプと サポ ート] の [ HP バッテリチェック] ツール 

• バッテリの寿命を延ばすための、バッテリゲージの調整、電源管理、および適切な取り扱いと 
保管に関する情報 

• バッテリの種類、仕様、ライフサイクル、および容量に関する情報 

バッテリに関する情報にアクセスするには、に夕ート]一[ヘルプとサポート]一[詳細]一[電源プラ 
ン：よ〈寄せられる質問]の順に選択します。 
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バッテリの節電 

バッテリ寿命の節約および最大化のために、な下のヒントを参考にしてください。 

• ディスプレイの輝度を下げます。 

• [電源オプション]で[省電力]設定を選択します。 

• バッテリが巧用されていないときまたは充電されていないときは、コンピユーターから/くッテリ 
を取り外します。 

• 使用していない無線デ/ くイスをオフにします。 

• 外部電源に接続されていない外付けデバイスのうち、 USB コネクタに接続している外付けハー 
ドドライブなど、使巧していないものをコンピユーターから取り外します。 

• 使用していない外付けメディアカードを停止するか、無効にするか、または取り出します。 

• しばらく作業を行わないときは、 ス リープまたは ハイ バネーションを開始するか、 コン ピユー 
夕 一の電源を切 ります。 

ロー バッテリ状態の確認 

コンピユーターの電源としてバッテリのみを使用しているときにバッテリが口ーバッテリ状態また 
は完全な口ーバッテリ状態になった場合は、通知領域の[電源メータ ー] アイコンに、口ーバッテリ 
状態または完全なロー バッテリ状態の通知が表示されます。 


を記： 電源メーターについて詳しくは、 40ぺージの「雷源メーターの使用 I を参照してください。 


完全な口ーバッテリの状態になった場合、コンピューターではな下の処理が行われます。 

• ハイバネーシヨンが有効で、コンピューターの電源が入っているかスリープ状態のときは、ハイ 
バネーシヨンが開始します。 

• ハイバネーシヨンが無効で、コンピューターの電源が入っているかスリープ状態のときは、短い 
時間スリープ状態になってから、システムが終了します。このとき、保存されていない情報は失 
われます。 

ユーザーが交換可能なバッテリの保管 


公^を 意： 故障の原因となりますので、バッテリを温度の高い場所に長時間放置しないで〈ださい。 


2週間な上コンピューターを使用せず、外部電源から切り離しておく場合は、すべてのバッテリを取 
り出して、バッテリの放電を抑えるために気温や湿度の巧い場所に別々に保管してください。 

保管中のバッテリは6か月ごとに点検する必要があります。容量が50%未満になっている場合は、再 
充電してから保管してください。 

ユーザーが交換可能なバッテリの処理 


么 警告！ 化学薬品による火傷や発义のおそれがありますので、分解したり、壊したり、穴をあけたり 
しないでください。また、バッテリの接点をシヨートさせたり、义や水の中に捨てたりしないでくだ 
さし、。 


バッテリの正しい化理については、『規定、安全、および環境に関するご;'主意』を参照してくださし、。 
このガイドを表示するには、[スタート]一[ヘルプとサポート]一[ューザーガイド]の順に選択しま 
す。 


バッテリ電源での駆動 43 










ユーザーが交換可能なバッテリの交換 

[ヘルプとサポート]にある [ HP バッテリチェック]は、内部セルが正常に巧電されていないときや、 
バッテリ容量が「口ーバッテリ」の状態になったときに、バッテリを交換するようユーザーに通知 
します。バッテリが HP の保証対まとなっている場合は、説明書に保証 ID が記載されています。交換 
巧バッテリの購入について詳しくは、メッセージに記載されている HP の Web サイトを参照してくだ 
さし、。 
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外部電源での駆動 

外部電源の接続について詳しくは、 コン ピューターに付属の『セットアップ手順』ポスターを参照し 
て〈ださし、。 

純正の AC アダプター、または別売のドッキングデ/《イスや拡張デバイスを使用してコンピューター 
が外部電源に接続されている場合、コンピューターはバッテリ電源を使用しません。 


么 警告！ を全に関する問題の発生を防ぐため、コンピューターを使巧する場合は、コンピューターに 
付属している AC アダプター、 HP が提供する交換用 AC アダプター、または HP から購入した対応す 
る AC アダプターだけを使巧してください。 

レ: i 下のどれかのを件にあてはまる場合はコンピューターを外部電源に接結してください。 

A 警告!~ 航空機内でコンピューターのバッテリを巧電しないでください。 

• バッテリを充電するか、バッテリゲージを調整する場合 

• システムソフトウェアをインストールまたは変更する場合 

• ディスクに情報を書き込む場合 

• 内蔵ハードドライブが搭載されているコンピューターで[ディスクデフラグ]を実行する場合 

• バックアップまたは復元を実行する場合 

コンピューターを外部電源に接続すると、な下のようになります。 

• バッテリの充電が開始されます。 

• ディスプレイの輝度が上がります。 

• 通知領域にある電源メーターアイコンの形状がをわります。 

外部電源の接続を外すと、な下のようになります。 

• コン ピューターの電源がバッテリに切り替わります。 

• バッテリ電源を節約するために自動的に画面の輝度が下がります。 

• 通知領域にある電源メーターアイコンの形状がをわります。 
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HP CoolSense 


[HP Coo 旧 ense ]^ p は、 コン ピューターが静止した状態にないことを自動的に検出し 、，り ホーマ 

ンスおよびファン設定を調整するため、コンピューターの表面温度が最適な状態に維持されます。 

[HP Coo 旧 ense ] がオフの場合、コンピューターのが態が検出されず、パフォー マンス およびファンの 
オプションは出荷時の設定のままになります。そのため 、 [HP CoolSense ] をオンにしたときに比べて 
コンピューターの表面温度が高くなる可能性があります。 

[HP Coo 旧 ense ] をオンまたはオフにするには、な下の操作を行います。 

1. [スタート] —) ■[コントロールパネル] 一 [ハードウエアとサウンド]— >• [HP CoolSense ] の順に選 

択します。 

2. [ On ] (オン）または [ Off ] (オフ）を選択します。 

コンピューターのシャットダウン 

么を 意： コンピューターをシャットダウンすると、な巧されていない情報は失われます。 

[シャッ トダウン]コマンドはオペレーティングシステムを含む開いているすべてのプログラムを終 
了し、ディスプレイおよびコンピューターの電源を切ります。 

な下の場合は、コンピューターをシャットダウンします。 

• バッテリを交換したりコンピューター内部の部品に触れたりする必要がある場合 

• USB コネクタまたはビデオコネクタな外のコネクタじ外付けハードウエアデバイスを接続す 
る場合 

• コンピューターを長期間使用せず、外部電源から切断する場合 

電源ボタンでコンピューターをシャットダウンすることもできますが、 Windows の [シャッ トダウン] 
コマンドを使巧したな下の手順をおすすめします。 

;ま記 . ~ コン ピューターがスリープまたは ハイ バネーション状態の場合は、シャットダウンをする前 

にスリープまたはハイバネーションを終了する必要があります。 

1. 作業中のデータを保巧して、開いているすべてのプログラムを閉じます。 

2. [スタート] 一 [シャットダウン]の 順に選択します。 

コンピューターが応答しなくなり、上記のシャットダウン手順を使用できない場合は、な下の緊急手 
順を記載されている順に試みてください。 

• Ctrl + alt + delete キーを押してから、画面上で [シャットダウン] アイコンをクリックします。 

• 電源ボタンを5砂程度押し続けます。 

• コンピューターを外部電源から切り離します。 

• バッテリを取り外します。 
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7 情報の管理と共有 


ドライブは、デジタルストレージデバイスまたはソリッドステートドライブで、情報の保存、管 
理、共ち、およびアクセスを可能にします。お使いのコンピューターには内蔵ハードドライブが搭載 
されており、コンピューターのソフトウェアやオペレーティングシステムを格納し、すべての個人 
用ファイルのためのストレージも提供しています。一部のコンピューターには、 CD 、 DVD 、 または 
ブルーレイディスク （ BD ) (-部のモデルのみ）からの読み取りまたは書き込みができる内蔵オプ 
ティカルドライブも搭載されており、才ーディオおよびビデオを録画およびち生できます。 

容量または機能を追加する場合は、オプティカルドライブやハードドライブなどの外付けドライブ 
(別売）を接続するか、デジタルストレージカードを挿入してスマートフナンやカメラから直接情 
報をインポートします。コンピューターの USB (Universal Serial Bus ) コネクタに USB フラッシュ 
ドライブを接続すると、すばやいデータ転送も巧能になります。デバイスによって、コンピューター 
の電源を使巧して稼働するものもあれば、独自の電源を持っているものもあります。一部のデバイス 
には、そのデバイスを使用する前にコンピューターにインストールする必要があるソフトウエアが付 
属しています。 


ま記； 外付け無線デバイスの接続については、 15 ぺージの「ネットワークへのお続 I をを.昭して 
ください。 

I ■掌を 記： 必要なソフトウエアやドライバー、および使用するコンピューターのコネクタの種類に つい 
て詳しくは、デバイスに付属している説明書を参照してください。 


USB (Universal Serial Bus ) デバイスの使用 

ほとんどのコンピューターには USB コネクタが1つな上あります。これは、このような多用途イン 
夕ーフェイスを使用すると、 USB キーボード、マウス、外付けドライブ、プリンター、スキャナー、 
USB ハブなどのを種を様な外付けデ/《イスをコンピューターに接続できるからです。 

コンピューターには、複数の種類の USB コネクタがあります。コンピューターに搭載されている 
USB コネクタの種類については、 4ぺージの「コンピューターの概要 I を参照してください。必ず、 
コンピューターと互換性のあるデバイスを購入してください。 


種類 

説明 

USB 2.0 

データを60 MB/ 抄で転送します。 

USB 3.0 

データを640 MB/ 秒で転送します。また、 USB 3.0 コネクタ 
は USB1.0 および 2.0 のデバイスにも対応しています 

USB デバイスの接続 

A を意： USB コネクタの損傷を防ぐため、デバイスを接続するときは無理な力を加えないでくださし、。 
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▲ デバイスの USB ケーブルを USB コネクタに接続します。 

I ■静ま 記: お使いのコンピューターの USB コネクタは、 ここに 記載されている図と多少異なる場 
合があります。 



デバイスが検出されると音が鳴ります。 


を記. ネ刀めて USB デバイスを装着した場合は、デバイスがコンピューターによって認識されたこ 
とを示すメッセージが通知領域に表示されます。 


USB デバイスの取り外し 


么 を意： USB コネクタの損傷を防ぐため、 USB デバイスを取り外すときはケーブルを引っ張らない 
でください。 

を意： 情報の損失やシステムの応答停止を防ぐため、な下の操作を行って USB デバイスをま全に 
取り外します。 

1. USB デバイスを取り外すには、情報を保巧し、デバイスに関連するすべてのプログラムを閉じま 
す。 

2. タスクバーのち端の通な領域にある[ハードウエアのを全な取り外し]アイコンをクリックし、画面 
の説明に沿って操作します。 

3. デバイスを取り外します。 


電源供給機能付き USB デバイスの接続 


公^ ま意： 電源付きデバイスの接続時に装置が損傷することを防ぐため、デバイスの電源が切れてい 
て、外部電源コードがコンピューターに接続されていないことを確認してください。 


1. デバイスをコンピューターに接続します。 

2. デバイスの電源コードをアースイ寸き電源コンセントに差し込みます。 

3. デバイスの電源を入れます。 

別電源が必要でない外付けデバイスを取り外すときは、デバイスを停止して、コンピューターから取 
り外します。別電源が必要な外付けデバイスを取り外すときは、デバイスの電源を切り、コンピユー 
夕一から デバイスを取り外した後、 デバイスの電源コードを抜きます。 
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デジタルストレージカードの挿入と取り出し 

デジタル ストレー ジカードを挿入するには、な下の操作を行います。 

んを意 :~ メディアカードコネクタの損傷を防ぐため、メディアカードを挿入するときは無理な力 

を加えないでください。 

1. 力ードのラベルを上にし、コネクタをコンピユーター側に向けて持ちます。 

2. デジタル ストレー ジ スロットに力ー ドを巧入し、 力ー ドがしっかりと収まるまで巧し込みま 
す。 



デバイスが検出されると音が鳴り、オプションのメニューが表示されます。 

デジタル ストレー ジカードを取り出すには、な下の操作を行います。 

么を意 :~~ 情報の損失やシステムの応答停止を防ぐため、な下の操作を行ってメディアカードを安全 

に取り出します。 

1. 情報を保巧し、メディアカードに関連するすべてのプログラムを閉じます。 

2. タスクバーのち端の通知領域にある [ハー ドウ X アのを全な取り外し]アイコンをクリックしま 
す。次に、画面の説明に沿って操作します。 

3. 力ードをいったんスロットに押し込んで（1)、固をを解除してから取り出します（2)。 



を記： 力ードが出てこない場合は、力ードを引いてスロットから取り出します。 
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オプティカルドライブの使用 

オプティカルディスクドライブは、レーザー光を使巧して大量の情報を読み取ったり保存したりし 

ます。情報の読み取りのみができるドライブもあれば、空のディスクに情報を書き込むことができる 
ドライブもあります。 

オプティカルドライブの最適なパフナーマンスのために、な下のヒントを参考にしてください。 

• バッテリのみを電源として使巧している場合は、メディアに書き込む前にバッテリが十分に充電 
されていることを確認してください。 

• オプティカルドライブ内のディスクへの書き込みが行われているときは、キーボードから入力 
したり、コンピューターを移動したりしないでください。書き込み処理は振動の影響を受けやす 
い動作です。 

• ドライブのソフトウエアの最新の更新がインストールされていることを確認してください。 

• 使用しているディスクが巧れている場合は、柔らかく乾いた毛羽立たない布でがいてください。 

お使いのコンピューターには、な下のディスク機能のうち1つな上をサポートするオプティカルド 

ライブが搭載されている場合があります。 

• CD : コンパクトディスクには、オプティカルディスクドライブからレーザーで読み取った 
データが格納されます。な下の CD お式が利巧できます。 

。 CD-R ( CD - Recordable ) を使用すると、コンピューターは CD の情報の読み取りと CD へ 
の情報の記録を同時に行えます。 CD - R に情報が記録されると、変更したり消去したりする 
ことはできず、恒久的な記録となります。 

。 CD - RW に D - Re - Wri ね ble ) を使用すると、 CD に巧して情報の読み取りと記録を何度でも 
行えます。 CD の情報は消'去することが可能です。 

• DVD : デジタルビデオディスクは大容量のオプティカルディスクであり、 CD よりも大量の 
情報を保存できます。両面 DVD には最大17 GB のデータを保存できます。な下の DVD お式 
を利巧できます。 

。 DVD - R または DVD+R (共に DVD - Recordable ) を巧用すると、コンピューターは DVD の 
情報の読み取りと DVD への情報の記録を同時に行えます。ディスクに情報が記録される 
と、変更したり消去したりすることはできず、恒久的な記録となります。 DVD は、 DVD±R 
ドライブで使用できます。 

。 DVD - RW または DVD+RW (ともに DVD - Re - Writable ) を使用すると、ディスクに巧して情 
報の読み取りと記録を何度でも行えます。ディスク上の情報は消去できます。 DVD は、 
DVD ± R ドライブで使巧できます。 

• BD :ブルーレイディスクには、他のオプティカルディスクよりもをくの情報を保存できて、 
HD 対応動画の記録、書き換え、再生に使用できます。 

BD を使用する場合は、な下の点を参考にしてください。 


• [CyberLink PowerDVD ] はコンピューターにインス!—ルされていて、 BD の動画の再生に使用で 
きます。 


• ほとんどの BD 動画は、外付けのディスプレイで再生する場合に HDMI デジタル接続が必要で 
す。コンピューターは、外付けディスプレイで最大 108 Op の解像度をサポートしており、 108 Op 
対応の HDTV またはモニターが必要になります。 
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• BD の動画を内蔵および外付けの両方のディスプレイで同時に再生しようとすると、エラーが発 
生する場合があるため、どちらか一方のみで巧生してください。 

• コピー防止の目的から、 AACS (Advanced Access Content System ) キーはコンピューターに 
内蔵されています。 AACS キーは、 BD 動画の新しいリリースの再生に対応するために時々更新 
する必要があります。に yberLink PowerDVD ] プログラムでは、このような BD 動画のリリース 
がドライブに挿入された場合に再生を続けるために、更新が必要になります。画面の説明に沿つ 
て操作し、更新をインストールします。 

• BD の視聴中にディスプレイにラインが入る場合は、無線ネットワークからの電波障害が原因で 
ある可能性があります。この問題を解みするには、開いているすべてのアプリケーシヨンを終了 
してから無線機能をオフにします。 

オプティカルディスクの挿入 

1. コンピューターの電源を入れます。 

2. ドライブのフロントパネルにあるリリースボタン （1) を押して、ディスクトレイが少し押し 
出された状態にします。 

3. トレイを引き出します（2)。 

4. ディスクは平らな表面に触れないように縁を持ち、ディスクのラベル面を上にしてトレイの回転 
軸の上に置きます。 


皆 託 〈だ款クトレイが完全に開かなし、場合は、ディスクをを意深〈傾けて回転軸の上に置 


5. 確実に収まるまでディスクをゆっくり押し下げます（3)。 

を記:~ トレイが完全に開かない場合は、ディスクをミ主意深く傾けて取り出してくださし、 



ゆ 


6. ディスクトレイを閉じます。 


を記： ディスクの巧入後、プレーヤーの起動まで少し時間がかかりますが、これは通常の動作で 
す。起動するメディアプレーヤーをあらかじめ選択していない場合は、[自動再生]ダイアログボッ 
クスが開き、メディアコンテンツの使用方法を選巧するように要求されます。 
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オプティカルディスクの取り出し 

1. ドライブのフロントパネルにあるリリースボタンけ）を巧してディスクトレイを開き、トレ 
イをゆっくりと完全に引き出します（2)。 

2. 回転軸をそっと押さえながらディスクの端を持ち上げて、トレイからディスクを取り出します 
口）。ディスクは縁を持ち、平らな表面に触れないようにしてください。 


を記： トレイが完全に開かない場合は、ディスクを;'主意深く傾けて取り出してくださし、。 



ゆ 


3. ディスクトレイを閉じ、取り出したディスクを保護ケースに入れます。 

ディスクトレイが正南に開かない場合は、 84 ぺージの「ディスクドライブの問頭 I を参照してく 
ださし、。 

ネットワーク上でのドライブの共有 

ネットワーク内の他のコンピューターに接続されているドライブを共ちすることで、ソフトウ； L アや 
データにアクセスしたり、アプリケーシヨンをインストールしたりできます。 


[§^ま記 . DVD ムービーやゲームといった種類のディスクは、コピーが防止されているために、 DVD 
ドライブや CD ドライブを共有しても使用できない場合があります。 

同じネットワーク上で共有を行うには、な下の操作を行います。 

1. 共有しているコンピューターで、[スタート]一 [コン ピューター]の順に選択します。 

2. 共有するものをちクリックして、[プロパティ]をクリックします。 

3. [共ち]タブ^ [詳細な共ち]の順に選がします。 

4. [このフォルダーを共ちする]チXックボックスにチェックを入れます。 

5. [共有名]テキストボックスに、名前を入力します。 
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[ Apply ] (適用）一 [ OK] の順にクリックします。 

共有ドライブを表示するには、な下の操作を行います。 

▲ [スタート]一[コントロ ールパネル]一[ネットワークとインターネツト]一[ネットワーク 
と共有センター]の順に選巧します。 
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コンピュ ーターのメ ンテナンス 


コンピューターを最適な状態に保つには、定期的なメンテナンスを行うことが非常に重要です。この 
章では、[ディスクデフラグ]や[ディスククリーンアップ]などのツールの実行、およびハードドライ 
ブの交換やメモリの増設によって、コンピューターのパフナーマンスを向上させるための情報を提か 
します。また、プログラムおよびドライブの更新、コンピューターの清掃手順、コンピューターの持 
ち運びに関する情報も提供します。 


パフナーマンスの向上 

誰もが高速なコンピューターを望んでいますが、[ディスクデフラグ]や[ディスククリーンアップ]な 

どのツールを使用して定期的なメンテナンス作業を実行することにより、コンピューターのパフォー 

マンスを向上させることができます。また、コンピューターが古くなるにつれて、より大容量のドラ 

イブの取り付けやメモリの増設を検討する可能性が出てきます。 

ドライブの取り扱い 

ドライブを取り扱う場合は、な下の点にま意してください。 

• ドライブの着脱を行う前に、 コン ピューターをシャットダウンします。 コン ピューターの電源が 
切れているのか、スリープ状態か、またはハイバネーシヨン状態なのかわからない場合は、まず 
コン ピューターの電源を入れ、次に オペ レーティングシステムの通常の手順でシャットダウン 
します。 

• ドライブを取り扱う前に、塗装されていない金属面に触れるなどして、静電気を放電してくださ 
い。 

• リムーバブルドライブまたはコンピューターのコネクタピンに触れないでください。 

• ドライブをドライブベイに挿入するときは、無理な力を加えないでください。 

• バッテリのみを電源として使巧している場合は、メディアに書き込む前にバッテリが十分に充電 
されていることを確認してください。 

• ドライブを郵送するときは、発をビニールシートなどの緩衝ネオで適切に巧包し、巧包箱の表面 
に「コワレ モノー 取り扱いを意」と明記してください。 

• ドライブを磁気に近づけないようにしてください。磁気を発するセキュリティ装置には、空港の 
金属探知器や金属探知棒が含まれます。空港のベルトコンベアなど機内持ち込み手荷物を 
チェックするセキュリティ装置は、磁気ではなく X線を使用してチェックを行うので、ドライブ 
には影響しません。 

• ドライブベイからのドライブの取り外し、ドライブの持ち運び、郵送、保管などを行う前に、 
ドライブからメディアを取り出してください。 
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• オプティカルドライブ内のディスクへの書き込みが行われているときは、キーボードから入力 
したり、コンピューターを移動したりしないでください。書き込み処理は振動の影響を受けやす 
い動作です。 

• 外イ寸けハードドライブに接続したコンピューターをある場所から別の場所へ移動させるような 
場合は、事前にスリープを開始して画面表示がミ肖えるまで待つか、外付けハードドライブを適切 
に取り外してください。 

ハードドライブの交換 


么を 意： ドライブは壊れやすいコンピューター部品ですので、取り扱いにはを意が必要です。絶対に 
落としたり上に物を置いたりしないでください。ドライブに洗剤などの液体をまらしたり、高温また 
は多湿の場所に放置したりしないでください。ドライブを取り扱う際の特別な;'主意については、 

54 ぺージの「ドライブの取り扱いI を参照して < ださい。 

を意： 情報の損失やシステムの応答停止を防ぐため、な下の点にを意してください。 

ドライブの着脱を行う前に、コンピューターをシャットダウンします。コンピューターの電源が切れ 
ているのか、スリープ状態か、またはハイ/くネーシヨン状態なのかわからない場合は、まずコンピュー 
^^^^ 

1. 作業中のデータを保巧して コン ピューターをシャットダウンします。 

2. コンピューターに接続されているすべての外付けデバイスを取り外します。 

3. 電源コンセントから電源コードを抜きます。 

4. コンピューターを裏返してを定した平らな場所に置きます。 

5. コンピューターからバッテリを取り外します。 

ハードドライブを取り外します。 

1. 底面カバーのネジ （1) を緩めます。 
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2. 底面カバーを前ち向に少しスライドさせ（2)、底面カバーの前側の右上隅を持ち上げて（3)、斜 
めにしたまま底面カバーを取り外します（4)。 



3. ハードドライブケーブルをコンピユーターから外します（1)。 

4. ハードドライブを持ち上げて （2) ハードドライブベイから取り外します。 



5. ハードドライブケーブルをハードドライブから外します（1)。 

6. フロントバンパー (2) およびバックバンパー (3) をハードドライブから取り外します。 
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7. ハードドライブの 4 つのネジを取り外し（4)、ブラケットをハードドライブから取り外します 
巧）。 



ハードドライブを取り付けるには、な上の操作を逆に行います。 

[HP 3 D DriveGuard ] の使用（一部のモデルのみ） 

[HP 3 D DriveGuard ] は、な下のどちらかの場合にドライブを一時停止し、データ要ホを中止すること 
によって、ハードドライブを保護するシステムです。 

• バッテリ電源で動作しているときにコンピューターを落下させた場合 

• バッテリ電源で動作しているときにディスプレイを閉じた状態でコンピューターを移動した場 

これらの動作の実行後は [HP 3 D DriveGuard ] によって、短時間でハードドライブが通常の動作に戻り 
ます。 


を記 ： SSD (Solid State Drive ) には駆動部品がないため 、 [HP 3 D DriveGuard ] は必要ありません。 

を記： メインハードドライブベイのハードドライブは 、 [HP 3 D DriveGuard ] によって保護されま 
す。 USB コネクタに接続されているハードドライブは 、 [HP 3 D DriveGuard ] では保護されません。 

詳しくは 、 [HP 3 D DriveGuard ] ソフトウエアのヘルプを参照してください。 

[ディスクデフラグ]の使用 

コンピユーターを使用しているうちに、ハードドライブ上のファイルが断片化されてきます。ドライ 
ブが断片化されるとドライブ上のデータが隣接（連続）しなくなり、そのためにハードドライブが 
ファイルを見つけるのが困難になってコンピユーターの処理速度が低下します。[ディスクデフラ 
グ]を行うと、ハードドライブ上の断片化したファイルやフナルダーを集めて（または物理的に再構成 
して）より効率よく作業を実行できるようになります。 


ま記 ： SSD (Solid State Drive ) では、[ディスクデフラグ]を実行する必要はありません。 
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いったん[ディスクデフラグ]を開始すれば、動作中に操作する必要はありません。ただし、ハードド 
ライブのサイズと断片化したファイルの数によっては、完了まで1時間な上かかることがあります。 

少なくとも1か月に1度、ハードドライブのデフラグを行うことをおすすめします。[ディスクデフ 
ラグ]は1か月に1度実行するように設定できますが、手動でいつでもコンピューターのデフラグを実 
行できます。 

[ディスクデフラグ]を実行するには、な下の操作を行います。 

1. コンピューターを外部電源に接続します。 

2. [スタート]一[すべてのプログラム]一[アクセサリ]一[システムツール]一[ディスクデフラ 
グ]の順に選択します。 

3. 画面に表示される説明に沿って操作します。 

詳しくは、[ディスクデフラグツール]ソフトウェアのヘルプを参照してくださし、。 

[ディスククリーンアップ]の使用 

[ディスククリーンアップ]を行うと、ハードドライブ上の不要なファイルが検出され、それらのファ 
イルがを全に削除されてデイスクの空き領域が増し、より効率よく作業を実行できるようになりま 
す。 


[ディスククリーンアップ]を実行するには、な下の操作を行います。 

1. [スタート]一[すべてのプログラム]一[アクセサリ]一[システムツール]一[ディスククリーン 
アップ]の順に選がします。 

2. 画面に表示される説明に沿って操作します。 

メモリモジュールの追加または交換 

メモリを追加すると、 コン ピューターのパフナー マンスを 向上させることができます。お使いの コン 
ピューターは、物理的な仕事場巧と似ています。ハードドライブは、仕事を保管しておくファイリン 
グキャビネットで、メモリは作業を行う机です。メモリの大きさが不十分で、すべての仕事を保持 
する余裕がない場合は、机の上が仕事で湛れている場合と同様で、生産性がイ圧下します。 コン ピュー 
夕一に内蔵されているメモリの量を増やすことは、 パフ ォーマンスを 向上させるための有効な解みま 
です。 

お使いのコンピューターには、2つのメモリモジュールスロットが装備されています。メモリモ 
ジュールスロットは、コンピューター裏面の底面カバーの下に装備されています。コンピューター 
のメモリ容量を増やすには、メモリモジュールを追加するか、またはメモリモジュールスロット 
のどちらかに装着されている既存のメモリモジュールを交換します。 


么 警告！ 感電や装置の損傷を防ぐため、電源コードとすべてのバッテリを取り外してからメモリモ 
ジュールを取り付けてください。 

么ミ 主意： 静電気 ( ESD ) によって電子部品が損傷することがあります。作業を始める前にアースされ 
た金属面に触るなどして、身体にたまった静電気を放電してください。 

ま記： 2つめのメモリモジュールを追加してデュアルチャネル構成を使用する場合は、2つのメ 
モリモジュールを必ず同一のものにしてください。 


メモリモジュールを追加または交換するには、な下の操作を行います。 
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公^を 意： 情報の損失やシステムの応答停止を防ぐため、な下の点にを意してください。 

メモリモジュールを追加または交換する前に、コンピューターをシャットダウンしてください。コ 
ンピューターの電源が入つているときや、スリープまたはハイバネーシヨン状態のときには、メモリ 
モジュールを取り外さないでください。 

コン ピューターの電源が切れているか ハイ バネーシ ヨン 状態なのかわからない場合は、まず電源ボタ 
ンを押して コン ピューターの電源を入れます。次にオペレーティングシステムの通常の手順で 
シャットダウンします。 

1. 作業中のデータを保巧して コン ピューターをシャットダウンします。 

2. コンピューターに接続されているすべての外付けデバイスを取り外します。 

3. 電源コンセントから電源コードを抜きます。 

4. コンピューターを裏返してま定した平らな場所に置きます。 

5. コンピューターからバッテリを取り外します。 

6. 底面カバーのネジ （1) を緩めます。 

7. を面カバーを前方向に少しスライドさせ口）、底面カバーの前側のち上隅を持ち上げて（3)、斜 
めにしたまま底面カバーを取り外します（4)。 



8. メモリモジュールを交換する場合は、な下の要領で装着されているメモリモジュールを取り外 
します。 

a . メモリモジュールの両側にある留め具を左右に引っ張ります（1)。 

メモリモジュールが少し上に出てきます。 
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b . メモリモジュールの左右の端の部分を持って、そのままゆっくりと約め上に引き抜いて 
(2) 取り外します。 


公^を 意： メモリモジユールの損傷を防ぐため、メモリモジユールを巧うときは必ず左ちの 
端を持ってください。メモリモジュールの端子部分には触らないでください。 



取り外したメモリモジュールは、静電気の影響を受けない容器に保管しておきます。 
9. な下の要領で、新しいメモリモジュールを取り付けます。 


么を 意： メモリモジユールの損傷を防ぐため、メモリモジユールを扱うときは必ず左ちの端を 
持ってください。メモリモジュールの端子部分には触らないでください。 


a. メモリモジュールの切り込み （1) とメモリモジュールスロットのタブを合わせます。 

b . しっかりと巧をの位置に収まるまでメモリモジュールを45°の角度でスロットに押し込み 
ます（2)。 

C. カチッと音がして留め具がメモリモジュールを固定するまで、メモリモジュールの左ちの 
端をゆっくりと押し下げます（3)。 


/ K を意: メモリモジュールの損傷を防ぐため、メモリモジュールを巧り曲げないでくださ 
い。 
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10. を面カバーを取り付けなおします。 

11. バッテリを取り付けなおします。 

12. コンピューターの上面のカバーを上にして置き、外部電源および外付けデバイスを接続しなおし 
ます。 

13. コン ピューターの電源を入れます。 
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プログラムおよびドライバーの更新 

プログラムおよびドライバーを定期的に最新パ'-ジョンへ更新することをおすすめします。更新に 
よって問題が解決し、コンピューターで新しい機能やオプションを使用できるようになります。テク 
ノロジーは常に変化しているため、プログラムやドライバーを更新するとお使いのコンピューターで 
最新のテクノロジーを実行できます。たとえば、古いグラフィックスコンポーネントは最新のゲー 
ムソフトウてアで正しく動作しない場合があります。最新のドライバーがないと、お手持ちの装置 
を最大限にま用できません。 

HP プログラムおよびドライバーの最新バージョンをダウンロードするには、 http :// www . hp . com / 
SUDDOrt / にアクセスしてください。また、コンピューターを登録するときに、アップデートが使用巧 
能になった場合に自動更新通知を受け取るように設定することもできます。 
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コンピューターの清掃 

お使いのコンピューターおよび外付けデバイスを清掃することにより、それらを良好な動作状態に維 
持できます。コンピューターを清掃しないと、ほこりやちれの粒子がたまります。 


冷^を 意： コンピユーターの清掃には、な下の清掃巧製品は使用しないでください。 

アルコール、アセトン、 塩化 アンモニウム、 塩化 メチレン、 炭化水素などの強力な溶剤を使用する 
と、 コン ピューターの表面に修復できない傷が付いてしまう可能性があります。 


ディスプレイ、側面およびカバーの清掃 

ディスプレイは、ノンアルコールのメガネ巧洗剤で湿らせた柔らかい布でやさし〈がいてくださし、。 
ディスプレイが乾いてから、カバーを閉じるようにしてください。 

側面とカバーを清掃するには、あらかじめ湿らせた殺菌性の布を使用してください。ぺーパータナ 
ルなどの繊維素材を使巧すると、コンピューターに傷が付く可能性があります。 


を記： コン ピューターのカバーを清掃する場合は、ごみやほこりを除去するため、円を®くように 
ないてください。 


タツチパッドおよびキーボードの清掃 


么を 意： コンピューターの清掃中も、キーボードのキーとキーの間に;先剤などの液体が絶対にまれな 
いようにしてください。これによって、内部のコンポーネントに回復できない損傷をちえる可能性が 
あります。 


• タツチパツドやキーボードを清掃および消毒するには、ノンアルコールのメガネ用洗剤で湿らせ 
た、柔らかいマイクロファイバーのクロスまたは油分を含まない静電気防止布（セーム皮クロス 
など）を使用するか、を件に合った使い捨て除菌シートを使巧してください。 

• キーが固まらないようにするため、また、キーボードからごみや糸くず、細かいほこりを取り除 
くには、圧縮空気が入ったストロー付きのちを使用してください。 


么 警告！ 感電や内部コンポーネントの損傷を防ぐため、掃除機のアタツチメントを使巧してキー 
ボードを清掃しないでください。キーボードの表面に、掃除機からのごみくずが落ちてくること 
があります。 
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コンピューターの持ち運びまたは送付 

コンピューターを持ち運んだり発送したりする必要がある場合は、装置をを全に保持するために Jil 下 
の点を参ちにしてください。 

• おほいのコンピューターを持ち運んだり荷物として送ったりする場合は、な下の手順で準備を行 
います。 

。 外イ寸けドライブに情報をバックアップします。 

。 すべてのディスク、およびすベての外付けメディアカード（デジタルストレージカード 
など）をコンピューターから取り外します。 

。 すべての外付けデバイスを、電源を切ってから取り外します。 

。 ドライブベイからドライブを取り外す前に、ドライブからすべてのメディアを取り出して 
〈ださい。 


么を 意： ドライブの発送、保管、持ち運びなどを行う前に、この作業を実行してくださし、。 
これにより、コンピューターやドライブの損傷、または情報の損失を防止できます。 

。 コンピューターをシャットダウン します。 

• 情報のバックアップを携帯します。バックアップはコンピューターとは別に保管します。 

• 飛行機に乗る場合などは、コンピューターを手荷物として持ち運び、他の荷物と一緒に預けない 
でください。 


么を 意： ドライブを磁気に近づけないようにしてください。磁気を発するセキュリティ装置に 
は、空港の金属探知器や金属探知棒が含まれます。空港のベルトコンベアなど機内持ち込み手 
荷物をチェックするセキュリティ装置は、磁気ではなく X 線を使用してチ X ックを行うので、ド 
ライブには影響しません。 


• 機内で コン ピューターを使用する場合は、機内のアナウンスを聞いて、 コン ピューターの使用が 
許可されている時間を確認してください。機内での コン ピューターの巧巧を許可するかどうか 
は航空会社の判断に委ねられます。 

• コンピューターを2週間な上使用せず、外部電源から切断する場合、バッテリを取り外し、別途 
保管してください。 

• コンピューターまたはドライブを荷物として送る場合は、緩衝材で適切に捆包し、相包箱の表面 
に「コワレモノー取り巧い;'主意 J と明記してください。 

• コンピューターに無線デバイスが搭載されている場合、ある状況においてこれらのデバイスの使 
用は制限されることがあります。たとえば、航空機内、病院内、爆発物付近、および危険区域内 
です。特定の機器の使巧に適巧される規定が不明な場合は、コンピューターの電源を入れる前 
に、使用可能かどうかを確認して許可を得てください。 

• コンピューターを持って国外に移動する場合は、な下のことを行ってください。 

。 行き先の国または地域のコンピューターに関する通関手続きを確認してください。 

。ミ帯在する国または地域に適応した電源コードを、难在する国または地域の HP 製品販売店で 
購入してください。電圧、周波数、およびプラグの構成は地域によって異なります。 


么 警告！ 感電、义な、および装置の損傷などを防ぐため、コンピューターを外部電源に接続 
するときに、家電製品巧に販売されている電圧コンパ'-夕一は使用しないでください。 
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9 コン ピューターの保護と情報 


コンピューターのセキュリティは、情報の機密性、整合性、および巧巧性を保つために重要です。 
Windows オペレーティングシステム、 HP アプリケーシヨン、 Windows な外のセットアップユー 
ティリティ （ BIOS )、 およびその化の他社製ソフトウェアの標準のセキュリティソリューシヨンに 
よって、ウィルス、ワーム、およびその他の種類の悪質なコードなどのさまざまなリスクからお使い 
のコンピューターを保護できます。 


重要： この章に記載されている一部のセキュリティ機能は、お使いのコンピューターでは巧巧でき 
ない場合があります。 



コンピューターでのを険せ 

セキュリティ機能 

コンピューターの不正な使用 

Power-on password (電源投入時パスワード） 

コンピューターウイルス 

ウィルス対策ソフトウェア 

データへの不正なアクセス 

ファイアウオールソフトウェア 

セットアップユーティリティ旧 IOS ) の設を、およびその 
化のシステム識別情報への不正なアクセス 

Administrator password (管理者パスワード） 

コンピューターへの現在または将来の脅威 

ソフトウェアの更新 

Windows ユーザーアカウントへの不正なアクセス 

ユーザーパスワード 

コンピューターの不正な移動 

セキュリティロックケーブル 


セキュリティソフトウェアの確認 

[HP Security Assis ね口口には、タスクごとにまとめられたセキュリティソフトウェア アブリケー 
シヨ ンのコ レクシヨンにすばやくアクセスするための場所が用意されています。[スター ト] メニュー 
や [コントロールパネル] を通じて各アプリケーシヨンを検索する代わりに 、 [HP Security Assistant ] 
からな下のセキュリティタスクにアクセスできます。 

• インターネットおよびウィルス対策セキュリティのセットアップ 

• ファイルのバックアップおよび復元 

• パスワード、ューザーアカウント、および保護をによる制限の管理 

• コンピューターのメンテナンスならびに HP および Windows の最新の更新プログラムのインス 
I —ル 

[HP Security Assistant ] を開くには、[スタート]一[すべてのプログラム]一 [Security and 
Protection] (セキュリティと保護）一 [HP Secur け y Assistant] の順に選択します。 
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パスワードの使用 

パスワードとは、お使いのコンピューターの情報を保護するため、およびオンラインでの情報のやり 
取りを保護するために選がする文字列です。いくつかの種類のパスワードを設定できます。たとえ 
ば、コンピューターをネ刀めてセットアップするときに、コンピューターを保護するためにューザーパ 
スワードを作成するよう求められます。追加のパスワードは、 Windows、 およびコンピューターにプ 
リインストールされている HP セットアップューティリティ （BIOS) で設定できます。 

セットアップユーティリティ旧に S) の機能および Windows のセキュリティ機能には、同じパス 
ワードを使用することもできます。 

パスワードを作成したり保巧したりするときは、な下のヒントを参考にしてください。 

• コンピューターがロックされないように、パスワードはすべて書き留め、コンピューターから離 
れたを全な場所に保管しておきます。パスワードをコンピューター上のファイルに保巧しない 
でください。 

• パスワードを作成するときは、プログラムの要件に従ってください。 

• 少なくとも3か月に一度の割合でパスワードを変更すると安全性がより高まります。 

• パスワードは長く、文字、句読点、記号、数字が組み合わされていることが理想です。 

• コンピューターを修理などのためにサポートあてに送付する場合は、ファイルのバックアップ、 
機密性の高いファイルの削除、およびすベてのパスワード設定の削除を事前に行ってください。 

スクリーンセー バ ーの パ スワー ドなど、 Windows の パ スワー ドに ついて 確認するには、 [スタート] 
一[ヘルプとサポート] の 順に選択してください。 

Windows でのパスワードの設定 


パスワード 

機能 

ユーザーパスワード 

Windows ユーザーアカウントへのアクセスを保護します。 
スリープやハイ/くネーシヨンの終了時にユーザーパスワー 
ドを要求するように、コンピューターをセットアップするこ 
ともできます。詳しくは、 39ページの「復帰時のパスワー 
ドな誇の設定！ を参照して〈ださい 

管理者パスワード 

管理者レベルのデータへのアクセスを保護します 

を記： このパスワードは、セットアップユーテイリテイ 
(BIOS) のデータへのアクセスには使用できません 
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セットアップユーティリテイ （ BIOS ) パスワードの設定 


パスワード 

機能 

Administrator password (管理者パスワード） 

• セットアップユーティリティ ( BIOS ) にアクセスする 

たびにこのパスワードを入力する必要があります 


• Administrator password を忘れた場合は、セットアップ 
ユーティリティ （ BIOS ) にアクセスできません 


ま記： Power-on password (電源投入時パスワード）の代 
わりに Administrator password を入力することもできます 


を記 ： Administrator password は 、 Windows で設定した管 
理者パスワードで置き換えができず、また、設定時や入力時、 
変更時、および削除時にパスワードとして設定した文字は表 
示されません 


注記 ： [Press the ESC key for Start 叩]というメツセージ 
が表示される前の最初のパスワード確認のときに Power-on 
password を入力した場合は、セットアップユーティリティ 
( BIOS ) にアクセスするときに Administrator password を入 
力する必要があります 

[ Power-on password ] (電源投入時パスワード） 

• コンピューターの電源投入時、再起動時、またはハイバ 
ネーシヨンの終了時には必ずこのパスワードを入力す 
る必要があります 


• Power-on password を忘れると、コンピューターの電源 
を入れることも、再起動も、ハイバネーシヨンの終了も 
できなくなります 


を記： Power-on password の代わりに Administrator 
password を入力することもできます 


注記： Power-on password は、設定時や入力時、変更時、 
および削除時にパスワードとして設定した文字が表示されま 
せん 


セットアップユーティリティ ( BIOS ) で Administrator password または Power-on password を設 
定、変更、または削除するには、な下の操作を行います。 

1. コンピューターの電源をオンにするか巧起動してセットアップユーティリティ （ BIOS ) を開き 
ます。画面の左下隅に [Press the ESC key for Startup Menu ] というメッセージが表示されて 
いる間に、 esc キーを押します。 

2. 矢印キーを使用して、画面の説明に沿って操作します。 [Startup Menu ] (スタートアップメ 
ニュー） が表示されたら 鬥〇 キーを押します。 

3. 矢印キーを使用して、 [ Security ] (セキュリティ）を選択し、画面の説明に沿って操作します。 
変更した内容は、次回コンピューターを起動したときに有効になります。 


インターネットセキュリティソフトウェアの使用 

コンピューターで電子メールを使用するとき、またはネットワークやインターネットにアクセスする 
ときは、コンピューターがコンピューターウィルス、スパイウェア、およびその他のオンラインの 
脅威にさらされる可能性があります。おほいのコンピューターを保護するために、ウィルス対策およ 
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びファイアウォール機能を含むインターネットセキュリティソフトウェアの試用版がお使いのコ 
ンピューターにプリインストールされている場合があります。新しく発見されたウィルスおよびそ 
の他のセキュリティリスクからコンピューターを保護するには、セキュリティソフトウェアを最新 
の状態にしておく必要があります。セキュリティソフトウェアの試用版をアップグレードするか、 
セキュリティソフトウ X アを別途購入して、お使いのコンピューターを確実に保護することを強く 
おすすめします。 

ウィルス対策ソフトウェアの使用 

コンピューターウィルスに感染すると、プログラム、ユーティリティ、オペレーティングシステム 
などが使用できな〈なったり、正常に動作しなくなったりすることがあります。ウィルス対策ソフト 
ウェアを使用すれば、ほとんどのウィルスを検出および駆除することができ、通常、ウィルスの被害 
にあった箇所を修復することもできます。 

コンピューターウィルスについてさらに詳しく調べるには、[ヘルプとサポ ー ト]の[検索]テキスト 
フィールドに「ウィルス」と入力してください。 

ファイアウォールソフトウェアの使用 

ファイアウォールは、システムやネットワークへの不正なアクセスを防ぐように設計されています。 
ファイアウォールには、コンピューターやネットワークにインスIルするソフトウてアもあれば、 
ハードウェアとソフトウェアの両方を組み合わせたものもあります。 

検討すべきファイアウォールにはな下の2種類があります。 

• ホストべースのファイアウォール：インストールされているコンピューターだけを保護するソフ 
トウェアです。 

• ネットワークべースのファイアウォール： DSL モデムまたはケーブルモデムとホームネット 
ワークの間に設置して、ネットワーク上のすべてのコンピューターを保護します。 


ファイアウォールをシステムにインストールすると、そのシステムとの間で送受信されるすべての 
データが監視され、ユーザーのを養したセキュリティ基準と比較されます。セキュリティ基準を満た 
していないデータはすべてブロックされます。 


ソフトウェア アップデー トのインストール 

お使いのコンピューターにインストールされている HP、Microsoft Windows、 および他な製ソフト 
ウェアは、セキュリティの問題を修正するため、およびソフトウェアパフォーマンスを向上させる 
ために、定期的に更新する必要があります。詳しくは、 62 ぺージの「プログラムおよびドライバー 
のず新 I ををおしてください。 

Windows セキュリティアップデートのインス!—ル 

オペレーティングシステムやその化のソフトウェアに対するアップデートが、コンピューターのエ 
場出荷後にリリースされている可能性があります。 Microsoft 社は、緊急アップデートに関する通知を 
配信しています。お使いのコンピューターをセキュリティの侵害やコンピューターウィルスから保 
護するため、通知があった場合はすぐに Microsoft 社からのすべてのオンライン緊急アップデートを 
インストールしてください。 
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すべての使巧可能なアップデートが確実にコンピューターにインストールされているようにするに 
は、な下の操作を行います。 

• コンピューターのセットアップが完了したら、できる限りすぐに [Windows Update] を実行しま 
す。[スターり一[すべてのプログラム]一 [Windows Update] の順に選巧します。 

• [Windows Upda 词は毎月実行して〈ださい。 

• Windows およびその他の Microsoft 社のプログラムのアップデートがリリースされるたびに、 
Microsoft なの Web サイトおよび[ヘルプとサポート]のアップデートリンクから入手します。 

HP および他社製ソフトウェアアップデートのインストール 

お使いのコンピューターにあらかじめインストールされているソフトウェアやドライバーを定期的 
じ更新することをおすすめします。最新バージョンをダウンロードするには、 http://www.hp.com/ 
support/ にアクセスして〈ださい。このサイトでは、アップデートが使巧可能になったときに自動的 
に通知を受け取るようにを録することもできます。 

コンピューターの購入後に他社製のソフトウェアをインストールした場合は、そのソフトウェアを定 
期的に更新することもおすすめします。各社ともに、製品のソフトウェアアップデートを提供する 
ことでセキュリティの問題を修正し、ソフトウエアの機能を向上させています。 


無線ネットワークの保護 

無線ネットワークをセットアップする場合、常にセキュリティ機能を有効にします。詳しくは、 
18ぺージの「無線 LAN のな護」 を参照してください。 


ソフトウェアアプリケーションおよび情報のバックアップ 

ソフトウェアアプリケーションおよび情報を定期的にバックアップして、ウィルスからの攻撃や、 
ソフトウェアまたはハードウェアの障害によって、アプリケーションおよび情報が恒义的に失われた 
り、損傷を受けたりしないように保護します。詳しくは、 74 ぺージの「バックアップおよび復元 I 
を参照してください。 


別売のセキュリティロックケーブルの使用 

別売のセキュリティロックケーブルに抑止効まはありますが、コンピューターの誤った取り巧いや 
盜難を完全に防ぐものではありません。セキュリティロックケーブルは、盗難をより確実に防止す 
るために、完全なセキュリティソリューシヨンの一部として実施すべきいくつかの方まのうちの1 
つじすぎません。 

お使いの コン ピューターのセキュリティロックケーブル巧スロットは、ここに記載されている図と 
多少異なる場合があります。お使いの コン ピューターのセキュリティロックケーブル用スロット 
の位置については、 4 ぺージの 「コン ピューターの概要 I を参照して〈ださい。 

1. 固定された物体にセキュリティロックケーブルを巻きつけます。 

2. 鍵 （1) をセキュリティロックケーブル （2) に差し込みます。 
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3. 


セキュリティロックケーブルをコンピューターのセキュリティロックケーブル用スロット 
(3) に差し込み、鍵をかけます。 
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10 セットアップユーテイリテイ （ BIOS ) お 
よびシステム診断の使用 


BIOS (Basic Input/Output System) とも呼ばれるセットアップューティリティは、システム上のす 
ベての入出カデバイス（ディスクドライブ、ディスプレイ、キーボード、マウス、プリンターなど） 
間で行われる通信を制御します。セットアップューティリティ (BIOS) を使用すると、取リイ寸ける 
デバイスの種類、コンピューターの起動順序、およびシステムメモリと化張メモリの容量を設定で 
きます。 


セットアップユーティリティ （ BIOS ) の開始 

セットアップユーティリティ （BIOS) を開始するには、な下の操作を行います。 

1. コンピューターを起動または再起動し、画面の左下隅に [Press the ESC key for Startup Menu] 
というメ ッセー ジが表示されている間に esc キーを押します。 

2. 門〇 キーを押して、セットアップユーティリティ （BIOS) を起動します。 

セットアップューティリティ （BIOS) での操作方法に関する情報が画面の下に表示されます。 


|§^ま記 ： セットアップューティリティ旧に S) で設ま変更を行う場合は、細也の;'主意をキムってくだ 
さい。設をを誤ると、コンピューターが正しく動作しなくなる可能性があります。 


BIOS の更新 

HP の Web サイトから、更新されたバージョンの BIOS (BIOS アップデート）を入手できる場合が 
あります。 

HP の Web サイトでは、多くの BIOS アップデートが rSoftPaq」 という圧縮ファイル化式で提供さ 
れています。 

-部のダウンロードパッケージには、そのパッケージのインストールやトラブルの解ホちまに関す 
る情報が記載された Readme.txt ファイルが含まれます。 

BIOS のバージョンの確認 

利用可能な BIOS アップデートの中に、現在コンピューターにインストールされている BIOS よりも 
新しいバージョンの BIOS があるかどうかを調べるには、現在インストールされているシステム 
BIOS のバージョンを確認する必要があります。 
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BIOS バージョン情報 （「ROM の日付」または「システム BIOS」 とも呼ばれます）を表示するには、 
わ + esc キーを押す （Windows を起動している場合）力、、セットアップューティリティ （BIOS) を 
使巧します。 

1. セットアップューティリティ （BIOS) を開始します。 

2. 矢印キーを使巧して、 [Main] (メイン）を選択します。 

3. 変更を保存しないでセットアップューティリティ （BIOS) を終了するには、タブキーおよび 
矢印キーを使巧して、 [Ex け](終了）一 [Ex け Discarding Changes] (変更を保巧しないで終 
了）の順に選択し、 enter キーを押します。 

BIOS アップデートのダウンロード 


么を 意： コンピューターの損傷やインストールの失敗を防ぐため、 BIOS アップデートのタウンロー 
ドおよびインストールを実行するときは必ず、 AC アダプターを使巧した信頼性の高い外部電源にコ 
ンピューターを接続してくださし、。コンピューターがバッテリ電源で動作しているとき、別売のドッ 
キングデバイスに接続されているとき、または別売の電源に接続されているときは、 BIOS アップ 
デートをダウンロードまたはインストールしないで〈ださい。ダウンロードおよびインストール時 
は、な下の点に;'主意してください。 

電源コンセントからコンピューターの電源コードを巧いて外部からの電源供給を遮断することはお 
やめください。 

コンピューターをシャットダウンしたり、スリープやハイバネーシヨンを開始したりしないでくださ 
い。 

コンピューター、ケーブル、またはコードの挿入、取り外し、接続、または切断を行わないでくださ 
い。 


1. [スタート]一[ヘルプとサポート]一[メンテナンス]の順に選択します。 

2. 画面の説明に沿ってお使いのコンピューターを指定し、ダウンロードする BIOS アップデートに 
アクセスします。 

3. ダウンロードエリアで、な下の操作を行います。 

a. お使いのコンピューターに現在インストールされている BIOS のバージョンよりも新しい 
BIOS を確認します。日付や名前、またはその他の、ファイルを識別するための情報をメモ 
しておきます。後で、ハードドライブにダウンロードしたアップデートを探すときにこの情 
報が必要になる場合があります。 

b. 画面の説明に沿って操作し、選択したバージョンをハードドライブにダウンロードします。 

BIOS アップデートをダウンロードする場所へのパスのメモを取っておきます。このパス 
は、アップデートをインストールするときに必要です。 


I ■皆を 記： コンピユーターをネットワークに接続している場合は、ソフトウェアアップデート（特 
にシステム BIOS アップデート）のインストールは、ネットワーク管理をに確認してから実行し 
て〈ださし、。 


ダウンロードした BIOS によってインストール手順が異なります。ダウンロードが完了した後、画面 
に表示される説明に沿って操作します。説明が表示されない場合は、な下の操作を行います。 

1. [スタート]一[コンピューター ] の順に選択して、 Windows の[エクスプローラー ] を開きます。 

2. ハードドライブをダブルクリックします。通常は、[口ーカルディスク（じ） ] を指定します。 
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3. BIOS ソフトウェアをダウンロードしたときのメモを参照するなどして、ハードドライブ上の 
アップデートファイルが保存されているフォルダーを開きます。 

4. 化張子が. exe であるファイル （filename.exe など）をダブルクリックします。 

BIOS のインストールが開始されます。 

5. 画面の説明に沿って操作し、インストールを完了します。 

I ■著を 記:~ インスIルが成巧したことを示すメッセージが画面に表示されたら、ダウンロードした 

ファイルをハードドライブから削除できます。 

システム診断の使用 

システム診断を使用すると、診断テストを実行して、コンピューターのハードウェアが正常に動作し 
ているかどうかを確認できます。 

システム診断を開始するには、な下の操作を行います。 

1. コンピューターの電源を入れるか、再起動します。画面の左下隅に [Press the ESC key for 
Startup Menu] というメッセージが表示されている間に、 esc キーを押します。 [Startup Menu] 
(スタートアップメニュー ） が表示されたら ロキ ーを押します。 

2. 実行する診断テストをクリックし、画面にま示される説明に沿って操作します。 

を記: 診断テストの実行中にテストを停止する必要がある場合は、 esc キーを巧します。 
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11 バックアップおよび復元 


お使いの コン ピュ ーター には、オペ レーテイングシステムに 付属の ツール および HP が提供している 
ツールが 含まれています。これらを使用すると障害の発生に備えて情報を保護したり、障害が発生し 
た場合に保護しておいた情報を取り出したりできます。 


バックアップの作成 

1. 作業するコンピューターをセットアップしたらすぐに、 [HP Recovery Manager] を使用してリカ 
バリメディアを作成します。 

2. ハードウェアおよびソフトウェアプログラムを追加するときは、システムの復元ポイントを作 
成します。 

3. 写真、動画、音楽、およびその他の個人用ファイルを追加するときは、システムおよび個人情報 
のバックアップを作成します。 

元のシステムを復元するためのリカバリメディアの作成 

コンピューターを正常にセットアップしたら、 [HP Recovery Manager] を使用してリカバリディス 

クまたはリカバリフラッシュドライブを作成してください。これらのリカバリディスクまたはリ 

カバリフラッシュドライブは、ハードドライブが破損した場合にシステムの復元を実行するために 

必要になります。システムの復元を実行すると、元のオペレーティングシステムが巧インストール 

された後、工場出荷時にインストールされていたプログラムの内容が再構築されます。 

確認しておくべきこと 

• リカバリメディアは1セットのみ作成できます。リカバリディスクは慎重に取り扱い、ま全な 
場所に保管してください。 

• [HP Recovery Manager] はコンピューターを検査して、フラッシュドライブの容量がどれだけ 
必要か、または空の DVD ディスクがいくつ必要かを判断します。 

DVD-R、DVD+R、DVD-R D し DVD+R DL ディスクまたはフラッシュドライブを巧巧してく 
ださい。 CD±RW、DVD±RW、 2層記録 DVD±RW、 および BD-RE (再書き込みが可能なブルー 
しイ） ディスクなどのような書き換え可能なディスクは使用しないでください。これらのディス 
クは、 [HP Recovery Manager] ソフトウェアに対■応していません。 

• お使いのコンピューターにオプティカルドライブが内蔵されていない場合は、外付けオプティ 
カルドライブ（別売）を使用してリカバリディスクを作成するか、または HP の Web サイト 
からお使いのコンピューターに適切なリカバリディスクを入手できます。外付けオプティカル 
ドライブを使用する場合は、 USB ハブなどの化の外イ寸けデバイスにある USB コネクタではな 
く、コンピューター本体の USB コネクタに直接接続する必要があります。 
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• コンピューターが外部電源に接結されていることを確認してから、リカバリメディアの作成を 
開始してください。 

• 作成処理には最大1時間な上かかる場合があります。作成化理を中断しないでください。 

• リカバリメディアはコンピューターとは別に、を全な場所に保管してください。 

• 必要に応じて、リカバリメディアの作成が完了する前に、プログラムを終了させることができ 
ます。次回 [HP Recovery Manager] を起動すると、リカバリメディア作成プロセスを続行する 
かどうかを確認するメ ッセー ジが表示されます。 

リカバリメディアの作成 

1. [スタ ー ト]を選択し、検索 フィー ルドに 「 recovery 」 と入力します。 一 覧から [Recovery 
Manager] (リカバリマネー ジャ ー ） を選がします。確認の メッセー ジが表示されたら、作業の 
続行を許巧します。 

2. [Recovery Media Creation] (リカバリメディアの作成）をクリックします。 

3. 画面に表示される説明に沿って操作を続行します。 

復元するには、 78 ぺージの 「HHP Recovery Manaaerl を巧用した元のシステムの復元 l を参昭丄 
てくださし、。 

システムの復元ポイントの作成 

システムの復元ポイントは、 Windows の機能の[システムの復元]によって保巧された特定の時点での 
ハードドライブの内容のスナップシヨットです。復元ポイントには、 Windows が使巧するレジストリ 
設をなどの情報が含まれます。な前の復元ポイントに復元すると、その復元ポイントの作成後にシス 
テムに加えられた変更を取りミ肖すことができます。 

な前の復元ポイントに復元しても、最後の復元ポイント作成後に保存されたり作成されたりしたデー 
タファイルや電子メールには影響がありませんが、インストールされていたソフトウてアには影響 
が及びます。 

たとえば、デジタルカメラから写真をダウンロードしてから、コンピューターを前日の状態に復元 
した場合、写真はコンピューターに残ります。 

しかし、写真表示ソフトウエアをインストールしてからコンピューターを前日の状態に復元した場合 
は、ソフトウエアはアンインストールされて使用できなくなります。 


確認しておくべきこと 

• 復元ポイントまで戻した後に考えが変わった場合は、その復元を取り消すことができます。 

• な下のようなシステムの復元ポイントを作成する必要があります。 

。 ソフトウェアまたはハードウェアを追加/変更する前 

。 コンピューターが正常に動作しているとき（定期的に行います） 

• システムを復元すると、最後の復元ポイント作成後に変更されたファイルのシャドウコピーも 
保巧されます。シャドウコピーを使用して復元する方法について詳しくは、[ヘルプとサポー 
卜]を参照してください。 
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システムの復元ポイントの作成 

1. [スタート]一[コントロールパネル]一[システムとセキュリティ]一[システム]の順に選択しま 
す。 

2. 左側の枠内で、[システムの保護]をクリックします。 

3. [システムの保護]タブをクリックします。 

4. [作成]をクリックし、画面の説明に沿って操作します。 

復元するには、 78ぺージの「な前のシステムの復元ポイントへの復元丄 を参照して〈ださい。 


システムおよび個人情報のバックアップ 

お使いのコンピューターには、ファイル、電子メール、写真などのあなたにとって大切な情報が保を 
されています。これらは、たとえ誤ってウィルスをダウンロードしてしまったりシステムが正常な動 
作を停止したりした場合でも、正常な状態で保持しておきたい情報です。より新しいバックアップが 
あればあるほど、ファイルをより完全に復元できます。その後も、新しいソフトウェアやデータファ 
イルの追加に応じて定期的にバックアップを作成する必要があります。 

正しいバックアップのためのヒント 

• オプティカルドライブにディスクを挿入する前に、バックアップディスクに番号を付けておい 
てください。 

• 個人巧ファイルを[ドキュメント]ライブラリに保存し、このフォルダーをを期的にバックアップ 
します。 

• カスタマイズされているウィンドウ、ツールバー、またはメニューバーの設定のスクリーン 
ショット（画面のコピー）を撮って保存します。設定をもう一度入力する必要がある場合、画面 
のコピーを保存しておくと時間を節約できます。 

スクリーンショットを作成するには、な下の操作を行います。 

1. 保存する画面を表示させます。 

2. 表示されている画面を、クリップボードに画像としてコピーします。 

アクティブなウィンドウだけをコピーするには、 alt + prt sc キーを押します。 

画面全体をコピーするには、 prt sc キーを押します。 

3. ワープロソフトなどの文書か、またはグラフィックスプログラムを開き、[編集]一[貼り付け] 
の順に選択します。画面のイメージが义書に追加されます。 

4. 文書を保存して印刷します。 

確認しておくべきこと 

• 情報は、別売の外付けハードドライブ、フラッシュドライブ、ネットワークドライブ、または 
ディスクにバックアップできます。 

• バックアップ中はコンピューターを外部電源に接続しておきます。 

• 十分な時間の余裕があるときにバックアップを行います。ファイルサイズによっては、処理に 
1時間な上かかる場合があります。 
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• バックアップの実行前に、バックアップ巧ストレージデバイスに十分な空き領域があることを 
確認してください。 

• な下のような場合にバックアップを行ってください。 

。 ソフトウェアまたはハードウェアを追加/変更する前 

。 コンピューターを修復または復元する前 

。 自分が作成したり保存したりした情報をなるべく新しい状態で保管しておくために、定期的 

なスケジュールで 

。 多数のファイルを追加した後（例：誕生パーティーの動画を保存した後） 

。 ウィルス対策ソフトウ X アを使巧して悪意のあるプログラムを削除する前 

。 かけがえのない重要な情報（写真、動画、音楽、プロジェクトファイル、データレコード 

など）を追加した後 

Windows の[バックアップと復元]を使用したバックアップの作成 

Windows では、 Windows の[バックアップと復元]を使用してファイルをバックアップできます。個人 
用フォルダーからドライブまで、バックアップするレベルを選択できます。スぺースを節約するため 
にバックアップは圧縮されます。バックアップするには、な下の操作を行います。 

1. [スタート]一[コントロールパネル]ーシステムとセキュリティー[バックアップと復元]の順に 
選択します。 

2. 画面の説明に沿つて操作し、バックアツプのスケジュール設をとバックアップの作成を行いま 
す。 


ミち記： Windows には、コンピューターのセキュリティを高めるためのユーザーアカウント制御機 
能が含まれています。ソフトウエアのインストール、ユーティリティの実行、 Windows の設定変更な 
どを行うときに、ューザーのアクセス権やパスワードの入力を求められる場合があります。詳しく 
は、[ヘルプとサポート]を参照してください。 


復元するには、 78 ぺージの 「Windows のレくックアップと復元Iを使用した特をのファイルの復元I 
を参照してください。 
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復元 


な前のシステムの復元ポイントへの復元 

ソフトウェアプログラムをインストールすると、コンピューターまたは Windows が予測できない動 
作をすることがあります。多くの場合、ソフトウェアをアンインストールすると問題は修正されま 
す。アンインストールしても問題が修正されない場合は、コンピューターを前の（な前のある日時に 
作成した）システムの復元ポイントに復元できます。 

この USB コネクタは、コンピューターの電源が切れていたり、コンピューターが取り外されていた 
りしていても無効にはなりません 

1. [スタート]一[コントロールパネル]一[システムとセキュリティ]一[システム]の順に選択しま 
す。 

2. 左側の枠内で、[システムの保護]をクリックします。 

3. [システムの保護]タブをクリックします。 

4. [システムの復元]をクリックし、画面の説明に沿って操作します。 

特定のファイルの復元 

ファイルをハードドライブから誤って削除してしまってごみ箱からも復元できない場合や、ファイル 
が壊れてしまった場合は、特定のファイルの復元が有効です。特定のファイルの復元は、 [HP 
Recovery Manager] を使巧して元のシステムを復元する場合にも役立ちます。特定のファイルの復元 
は、な前/《ックアップを行ったファイルに対してのみ可能です。 

Windows の [バックアップと 復元]を使用した特定のファイルの復元 

Windows では、 Windows の[バックアップと復元]を使巧してバックアップしたファイルを復元できま 
す。 

1. [スタート]一[コントロールパネル]一[システムとセキュリティ]一[バックアップと復元]の順 
に選巧します。 

2. 画面の説明に沿って操作し、バックアップを復元します。 


を記. Windows には、コンピューターのセキュリティを高めるためのユーザーアカウント制御機 
能が含まれています。ソフトウエアのインストール、ユーティリティの実行、 Windows の設を変更な 
どを行うときに、ユーザーのアクセス権やパスワードの入力を求められる場合があります。詳しく 
は、[ヘルプとサポート]を参照して〈ださい。 


[HP Recovery Manager ] を使用した元のシステムの復元 

[HP Recovery Manager] (HP リカバリマネージヤ ー） ソフトウエアを巧巧して、コンピューターを 
工場出荷時の状態に修復または復元できます。 
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確認しておくべきこと 

• [HP Recovery Manager] では、出荷時にインストールされていたソフトウェアのみが復元されま 
す。このコンピューターに付属していないソフトウェアは、製造元の Web サイトからダウン 
口ードするかまたは製造元から提おされたディスクから再インストールする必要があります。 

• システムの復元は、コンピューターの問題を修正するための最後の手段として試みて〈ださい。 
復元ポイント (78 ぺージの「な前のシステムの復元ポイントへの復元 I を参照)および一部の 
復元 (78 ぺージの「特をのファイルの復元 I を参照）をまだ試していない場合は、それらの手 
段を試してみてから [HP Recovery Manager] を使用してシステムを復元してください。 

• コンピューターのハードドライブに障害が発生した場合や、コンピューターの動作上の問題を修 
正しようとする試みがすべて失敗した場合は、システムの復元を実行する必要があります。 

• リカバリメディアが動作しない場合は、 HP の Web サイトからお使いのシステムのリカバリ 
ディスクを入手できます。 

• [最小限のイメージの復元]オプションは、詳しい知識があるューザーのみにおすすめします。 

ハードウ王ア関連のすべてのドライバーおよびソフトウIアが再インストールされますが、その 
他のソフトウェアアプリケーションは巧インストールされません。復元が完了するまで処理を 
中断しないでください。中断すると復元に失敗します。 

専用の復元用パーティションを使用した復元（一部のモデルのみ） 

HP 復元巧パーティション（一部のモデルのみ）を使用すると、リカバリディスクまたはリカバリフ 
ラッシュドライブなしでシステムを復元できます。このような復元は、ハードドライブがまだ動作 
している場合じのみ使巧できます。 

復元用パーティションのち無を確認するには、[スタート]を選択し、[コンピュータ ー] をちクリック 
して[管理]一[ディスクの管理]の順にクリックします。復元用パーティションがある場合、ウィンド 
ウにリカバリドライブが表示されます。 


を記： 復元用パーテイシヨンがないコンピューターには、リカバリディスクが付属しています。 


1. な下のどちらかの方まで [HP Recovery Manager] (HP リカバリマネージャ ー) にアクセスしま 
す。 

• [スタート]を選択し、検索 フィールドに 「 recovery 」 と入力します。一覧から [Recovery 
Manager] (リカバリマネージャー ） を選択します。 

または 

• コンピューターを起動または再起動し、画面の左下隅に [Press the ESC key for Startup 

Menu] というメッセージが表示されている間に esc キーを押します。次に、画面に [F11 
(System Recovery)] というメッセージが表示されている間に、 f11 キーを押します。 

2. [HP Recovery Manager] ウィンドウの [System Recovery] (システムの復元）をクリックし 
ます。 

3. 画面に表示される説明に沿って操作します。 


復元 79 






リカバリメディアを使用した復元 

1. 可能であれば、すべての個人用ファイルをバックアップします。 

2. 1枚目のリカバリディスクをお使いのコンピューターのオプティカルドライブまたは別売の 
外付けオプティカルドライブに挿入してから、コンピューターを再起動します。 

または 

お使いのコンピューターの USB コネクタにリカバリフラッシュドライブを巧入してから、コ 
ンピューターを巧起動します。 

パ 主記： [HP Recovery Manager] (HP リカバリマネージャ ー) でコンピューターが自動的に巧 
起動しない場合は、コンピューターのブート順序を変更します。 80 ぺージの「コンピュータ 
のブート歷巧のをを I をを照してください。 

3. システムの起動時に f9 キーを押します。 

4. オプティカルドライブまたはフラッシュドライブを選択します。 

5. 画面に表示される説明に沿って操作します。 

コン ピュ ーター のブー ト 順序のを更 

リカバリディスクを巧巧するためにブート順巧を変更するには、 W 下の操作を行います。 

1. コンピューターを巧起動します。 

2. コンピューターのち起動中に esc キーを押してから、 f9 キーを押してブートオプションを表示 
します。 

3. [Boot options] (ブートオプション）ウィンドウで、 [Internal CD/DVD ROM Drive] (内蔵 CD/ 
DVD ROM ドライブ）を選択します。 

リカバリフラッシュドライブを使用するためにブート順序を変更するには、な下の操作を行いま 
す。 

1. フラッシュドライブを USB コネクタに挿入します。 

2. コンピューターを巧起動します。 

3. コンピューターの再起動中に esc キーを巧してから、 f9 キーを巧してブートオプションを表示 
します。 

4. [Boot options] ウインドウで、フラッシュドライブを選択します。 
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12 仕様 


入力電源 

ここで説明する電源の情報は、お使いのコンピューターを国外で使用する場合に役立ちます。 

コンピューターは、 AC 電源または DC 電源から供給される DC 電力で動作しまず。 AC 電源は100〜 
240 V (50/60 Hz) の定格に適合している必要がありまず。コンピューターは単独の DC 電源で動作 
しますが、コンピューターの電力供給には、このコンピューター用に HP から提供および認可されて 
いる AC アダプターまたは DC 電源のみを使用する必要があります。 

お使いのコンピューターは、お•下の仕様の DC 電力で動作できまず。動作電圧と電流はプラット 
フォームによって異なりまず。 


入力電源 

動作電圧と電流 


HP 外部電源用 DC プラグ 


定格 

18.5 V DC (3.5 A 、 65 W の場合）または 19.5 V DC (3.33 A 、 65 W の場 
合） 

19 V DC (4.74 A 、 90 W の場合）または 19.5 V DC (4.62 A 、 90 W の場合) 


GM^-© 


を記： この製品は、最ほ充電量240 V rms レ: i 下の相対電圧によるノルウ X- の IT 電源システム用 
に設計されています。 

ま記： コンピューターの動作電圧および動作電流は、システムの規をラベルに記載されています。 
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動作環境 


項目 

国際単位系 

U.S. 

温度 

動作時 

5〜35。じ 

41 〜 950F 

非動作時 

■20 〜60で 

-4 〜140。ド 

相対湿度（結露しないこと） 

動作時 

10〜90% 

10 〜 90〇/〇 

非動作時 

5〜95% 

5 〜 95% 

最大標高 （ホち圧） 

動作時 

-15 〜3,048 m 

-50 〜 10,000 フイート 

非動作時 

-15 〜12,192 m 

-50 〜 40,000 フイート 
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• 卜づフ J レンユー了インソ 

• サポート窓口へのお問い合わせ 
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トラブルシューティング 

ディスクドライブの問題 

ディスクトレイが正常に開かない場合は、な下の操作を行います。 

1. ドライブのフロントパネルにある手動での取り出し巧の巧にクリップの端を差し込みます（1)。 

2. クリップをゆっくり押し込み、トレイが開いたら、トレイを完全に引き出します（2)。 

3. 回転軸をそっと押さえながらディスクの端を持ち上げて、トレイからディスクを取り出します 
(3)。ディスクは緣を持ち、平らな表面に触れないようにしてください。 

ま記:~~ トレイが完全に開かない場合は、ディスクをを意深く傾けて取り出してください。 



4. ディスクトレイを閉じ、取り出したディスクを保護ケースに入れます。 

国外での無線接続に関する問題 

無線接続に関する問題の原因として、な下のようなものが考えられます。 

• 無線デ/ くイスの電源がナンになっていない。 

• 無線デバイスのインストールに失敗した、または無線デバイスが無効である。 

• 無線デ/《イスが他のデバイスからの干渉を受けている。 

無線デバイスまたはルーターのハードウ: L アが故障した。 

度 f ;ま記； 無線ネットワークデバイスは、一部のモデルにのみ搭載されています。無線ネットワーク 
機能がコンピューターの基本機能として搭載されていない場合は、無線ネットワークデバイスを賭 
入してコンピューターに追加できます。 
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無線 LAN にお続できない場合 


無線 LAN へのち続で問題が発生している場合は、内蔵無線 LAN デバイスがオンになっていてコン 
ピューターに正しく取り付けられていることを確認してください。 

1. 無線ランプが点なしていないかオレンジ色に点なしている場合は、無線ボタン、無線スイッチ、 
または無線キーを押して無線デバイスをオンにします。 

2. 次に、もう一度無線 LAN への接続を試みます。 

まだち結できない場合は、な下の操作を行います。 

1. [スタート]一[コントロールパネル]一[システムとセキュリティ]の順に選巧します。 

2. [システム]領域の[デバイスマネージャ ー] をクリックします。 

3. [ネットワークアダプター ] の横の矢印をクリックして一覧を展開し、すべてのアダプターを表 
ベ、し^^ず 〇 

4. [ネットワークアダプター]の一覧で無線 LAN デバイスを確認します。無線 LAN デバイスの場 
合は、「無線」、「無線 LAN」、「WLAN」、 または「802.11」などと表示されます。 

無線 LAN デバイスが表示されない場合は、お使いのコンピューターに無線 LAN デバイスが内蔵 
されていないか、無線 LAN デバイス用のドライバーが正しくインストールされていません。 

無線 LAN のトラブルシューティングについて詳しくは、[ヘルプとサポート]に記載されている Web 
サイトへのリンクを参照してください。 

優先ネットワークに接続できない場合 

接続したいネットワークがセキュリティ設を巧みの無線 LAN である場合は、接続できないことがあり 
ます。この種類の無線 LAN に接続するには、セキュリティコードが必要です。詳しくは、次の項目 
を参照してください。 

問題の原因がセキュリティコードではない場合は、無線 LAN 接続に問題がある可能性があります。 
多くの場合、 Windows では問題のある無線 LAN 接続を自動で修復できます。 

• タスクバーち端の通知領域にネットワークステータスアイコンがある場合は、そのアイコンを 
ちクリックして、[問題のトラブルシューティング]をクリックします。 

Windows は、ネットワークデバイスをリセットし、優先ネットワークの1つに再接続を試みま 
す。 

• ネットワークステータスアイコンが通知領域に表示されていない場合は、な下の操作を行いま 
す。 

1 . [スタート]一[コントロ ールパネル]一[ネットワークとインターネット]一[ネットワーク 
と共ちセンター]の順に選巧します。 

2. [問題のトラブルシューティング]をクリックしてから、修復したいネットワークを選巧しま 
す。 


現在のネットワークセキュリティコードが使用できない場合 

無線 LAN に接続するときにセキュリティコード（ネットワークキ ー) または名前 （SSID ) の入力 
を求めるメッセージが表示された場合、そのネットワークはセキュリティ設定によって保護されてい 
ます。セキュリティ設定で保護されているネットワークに接続するには、現在のコードが必要になり 
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ます。 SSID およびセキュリティコードは半角英数字のコードで、ネットワークへの認証のためにお 
使いのコンピューターに入力します。 


• おほいの無線ルーターに接続されているネットワークの場合は、そのルーターの説明書を参照 
し、ルーターと無線 LAN デバイスの両方に同じ SSID コードを設定します。 

• 会社のネットワークや、公開インターネットチャットなどのプライべートネットワークの場合 
は、ネットワーク管理をに問い合わせてそれらのコードを入手し、コードの入力をボめる画面が 
表示されたときじ入力します。 

ネットワークによっては、ルーターやアクセスポイントで使用されている SSID を定期的にを 
更して、セキュリティの向上を図っている場合があります。この変更に応じて、対応するコード 
をお使いのコンピューターで変更する必要があります。 

な前に接結したことがあるネットワーク用に新しいネットワークキーや SSID が提供されている場 
合、そのネットワークに接続するには、な下の操作を行います。 

1 . [スタート]一[コントロ ールパネル]一[ネットワークとインターネッり一> [ネットワークと共 
ちセンター]の順に選択します。 

2. 左側の枠内の[ワイヤレスネットワークの管理]をクリックします。 

利用可能な無線 LAN を示す一覧が表示されます。複数の無線 LAN が稼動している無線 LAN ス 
ポットにいる場合は、複数の無線 LAN が表示されます。 

3. —覧からネットワークを選択し、そのネットワークをちクリックしてから、[プロパティ]をク 
リックします。 


ま記： 使用するネットワークが一覽にない場合は、ネットワーク管理をに連絡して、ルーター 
またはアクセスポイントが稼動していることを確認してください。 


4. [セキュリティ]タブをクリックして、[ネットワークセキュリティキ ー] フィールドに無線暗号 
化のデータを正しく入力します。 

5. [0K] をクリックしてこれまでの設定を保巧します。 

無線 LAN 接続が非常に弱い場合 

接続が非常に弱い場合、またはコンピューターが無線 LAN に接続できない場合は、 Jil 下のちまを参考 
に他のデバイスからの干渉を最小化します。 

• コンピューターを無線ルーターまたはアクセスポイントに近づけます。 

• 干渉を受けないようにするために、電子レンジ、コードレス電話、または携帯電話などの無線デ 
バイスの電源を一時的に切断します。 

接結品質が向上しない場合は、デバイスのすべての接続値が強制的に巧設定されるように、 W 下の操 
作を行ってみてください。 

1. [スタート]一[コントロ ールパネル]一[ネットワークとインターネット]一[ネットワークと共 
有センター]の順に選択します。 

2. 左側の枠内の[ワイヤレスネットワークの管理]をクリックします。 

利用可能な無線 LAN を示す一覧が表示されます。複数の無線 LAN が稼動している無線 LAN ス 
ポットにいる場合は、複数の無線 LAN が表示されます。 

3. ネットワークをクリックし、[削除]をクリックします。 
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無線ルーターに接続できない場合 

無線ルーターに接続しようとして失敗した場合は、その無線ルーターの電源を10〜15秒間ナフにし 
て、リセットしてください。 

それでも コン ピユーターが無線 LAN に接続できない場合は、無線ルーターを巧起動してください。詳 
しくは、ルーターの製造元の説明書を参照してください。 

ネットワークステータスアイコンが表示されない場合 

ネットワークステータスアイコンが無線 LAN 設定後に通知領域に表示されない場合は、ソフトウェ 
マ ドライバーがなくなったか壊れています。また、[デバイスが見つかりません]という Windows エ 
ラーメッセージが表示されることもあります。このような場合には、ドライバーを再インストール 
する必要があります。 

HP の Web サイト、 httD://www.hD.com/ で、お使いのコンピユーターに適した最新の無線 LAN コン 
ピユーター用ソフトウ;!:アおよびドライバーを入手してください。お使いの無線デバイスが、別途賭 
入されたものである場合は、その無線デバイスの製造元の Web サイトで最新のソフトウてアを確認 
してください。 

お使いのコンピユーターの無線 LAN デバイスソフトウェアの最新のバージョンを入手するには、 Jil 
下の操作を行います。 

1. インターネットブラウザーを開き、 http://www.hp.com/support/ を表示します。 

2. 国または i 也域を選がします。 

3. [ドライバ ー& ソフトウェアをダウンロードする]オプションをクリックし、お使いのコンピユー 
夕一の製品名 または製品番号を [製品名- 番号で検索]フィールドに入力します。 

4. enter キーを押し、画面の説明に沿って操作します。 


ミ主記： お使いの無線デバイスが、別途購入されたものである場合は、その無線デバイスの製造元の 
Web サイトで最新のソフトウエアを確認してください。 


オーディオの問題 

お使いのコンピューターの才ーディオ機能を確認するには、レ: i 下の操作を行います。 

1. [スタート]一[コントロールパネル]一[ハードウ X アとサウンド]一[サウンド]の順に選択しま 
す。 

2. [サウンド]ウィンドウが開いたら、[サウンド]タブをクリックします。[プログラムイベント]で 
ビープやアラームなどの任意のサウンドイベントを選択し、[テスト]ボタンをクリックします。 

スピーカーまたは接続したヘッドフォンから音が鳴ります。 

お使いのコンピューターの録音機能を確認するには、な下の操作を行います。 

1. [スターり一[すべてのプログラム]ーヴクセサリ]一[サウンドレコーダー]の順に選択しま 

す。 

2. [録音の開始]をクリックし、マイクに向かって話します。デスクトップにファイルを保存しま 
す。 

3. マルチメディアプログラムを開き、サウンドを巧生します。 
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コンピューターのホーディオ設定を確認または変更するには、[スタート]一[コントロールパネル] 
一[ハードウXアとサウンド]一[サウンド]の順に選択します。 

電源の管理の問題 

電源管理に関する問題の原因として、な下のようなものが考えられます。 

• 口ーバッテリ状態 

• AC アダプターの問題 

ロー バッテリ状態の解決 

外部電源を使用できる場合のロー バッテリ状態の解決 

• AC アダプターを接続します。 

• 別売のドッキングデバイスまたは f 店張デバイスを接続します。 

• HP からオプション製品として購入した電源アダプターを接続します。 

電源を使用できない場合のロー バッテリ状態の解決 

• ハイバネーションを開始します。 

• 作業中のデータを保巧してコンピューターをシャットダウンします。 

ハイバネーションを終了できない場合の口ーバッテリ状態の解決 

ハイバネーションを終了するための十分な電力がコンピューターに残っていない場合は、な下の操作 
を行います。 

1. ユーザーが交換可能な放電したバッテリを充電ミ斉みのバッテリに交換するか、 AC アダプターを 
コンピューターおよび外部電源に接続します。 

2. 電源ボタンを巧して、ハイバネーションを終了します。 

AC アダプターに関するトラブルシューティング 

外部電源に接続したときにコンピューターにな下の状況のどれかが見られる場合は、 AC アダプター 
をテスト します。 

• コンピューターの電源が入らない。 

• ディスプレイの電源が入らない。 

• 電源ランプが点灯しない。 

AC アダプターをテストするには、な下の操作を行います。 

1. コンピューターをシャットダウンします。 

2. コンピューターからバッテリを取り外します。 
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3. AC アダプターをコンピユーターに接続してから、電源コンセントに接続します。 

4. コンピユーターの電源を入れます。 

• 電源ランプが点なした場合は、 AC アダプターは正常に動作しています。 

• 電源ランプが消なしたままになっている場合は、 AC アダプターとコンピユーターの接続お 
よび AC アダプターと電源コンセントの接続をチ; L ックし、確実に接続されていることを確 
認します。 

• 確実に接続されているにも関わらず電源ランプが消なしたままになっている場合は、 AC ア 
ダプターが動作していないため交換する必要があります。 

交換用 AC アダプターを入手するちまについては、サポート窓口にお問い合わせください。 
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サポート窓口へのお問い合わせ 

この ューザーガイドまたは [ヘルプと サポート]で提供されている情報で問題に対処できない場合は、 
な下の HP サポート窓口にお問い合わせください。 http://welcome.hp.com/countrv/ip/ia/ 
contact us.html 


を記； 日本な外の国や地域でのサポートについては、 http://welcome.hp.com/countrv/us/en/ 
wwcontact us.html (英語サイト）から該当する国や地域、または言語を選択して、ださい。 

ここでは、な下のことを行うことができます。 

• HP のサービス担当をとオンラインでチャットする。 

を記： 特定の言語でサポート窓口とのチャットを利用できない場合は、英語でご利用くださし、。 

• HP のサポート窓口に電子メールで問い合わせる。 

• 各国の HP のサポート窓口の電話番号を調べる。 

• HP のサービスセンターを探す。 
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14 静電気対策 


静電気の放電は、じゆうたんの上を歩いてから金属製のドアノブに触れたときなど、2つのものがち 
触したときに発生します。 

人間の指など、導電体からの静電気の放電によって、システムボードなどのデバイスが損傷したり、 
耐巧年数が短〈なったりすることがあります。静電気に弱い部品を取り扱う前に、な下で説明する方 
まのどれかで身体にたまった静電気を放電してください。 

• 取り外しまたは取り付けの手順で、コンピューターから電源コードを取り外すように指示されて 
いる場合は、正しくアースしてから電源コードを取り外し、その後カバーを外すなどの作業を行 
います。 

• 部品は、コンピューターに取り付ける直前まで静電気防止用のケースに入れておきます。 

• ピン、リード線、および回路には触れないようにします。電子部品に触れる回数をなるべく少な 
くします。 


• 磁気を帯びていない道具を使用します。 

• 部品を取り扱う前に、塗装されていない金属面に触れるなどして、静電気を放電します。 

• 取り外した部品は、静電気防止用のケースに入れておきます。 

静電気についての詳しい情報、または部品の取り外しや取り付けに関するサポートが必要な場合は、 
サポート窓口にお問い合わせください。 
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